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迫力ある太鼓演奏で始まった

　
灘
　
　
難

　
　
　
　

第24回町民湯鳥大運動会
　　　　　　　　　（鼓夢の会、深由太鼓のみなさん〉

圃圃回圃
ゑめでた（出生〉

史人ちゃん　小野塚康彦・紀久江さん

　　　　　　　　　　湯　由（ヤマキヤ〉

桃果ちゃん　保坂美智男・友美さん

　　　　　　　　　　松之鼠1（｛果屋）

おくやみ（死亡〉

鈴木　罠弥さん83歳　湯　由（不老韻〉）

＊6月王βから6月30嚴までの鵬出分です貸

＊広報に載せてほしくない方は、麗綴の時

に窓鷺にお謡ください．

⑳◎勧㊨
　　　　　　　6ナ1叙）1鷲躍ll

総人鷺

　　男

　　女

撤帯数

　　（

3．28玉人（遵・5）

1，595人←一1）

王，686人　（＋6）

王，122ノ・－　（｝　ま〉

）内は餉月との姥較

町民憲章葦…欝蒙達5：3｛毒、7葬萎季養，1緊芝

わたしたちは松之廊町厩です、郷紅を愛し、

みんなでよりよい町づくりをしよう．

町民の舎議葉

　　1、美しい緑と’難の申で

　　　　　　　心豊かな人になろう

　　王、ブナの嫡が触れrうように

　　　　　　　連体の心をもとう

　　王、湧きいづる湯衆のように

　　　　　　　奪1造のカを轟めよう

駄

簸麟欝撚

たかはしさやかちゃん

　　　天水島　〈倉〉

　さやかとれながぺろぺろキャン

ディをなめているところです．

鍵

　　　繕離響撫，

欝鵜蒙雛熈灘麟難欝購瞬鰭i雛蜘轍鮎

ながさわひろきくん

　天水島　（みはらし〉

　水族餓でカニを捕まえた

ところ。おひさまが叢く描

けました、

驚

灘義蟻轟嚢議姦鍵

麟
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こよみ

◇6月の出来事

難8　津南衛隻施設組合

　　　斎場安全祈瀬祭（津南町〉

15欝　総合換診隻8鷺まで

268　清防地域想定演習

◇7月の田～8月鱗黛の予定

箋2疑　　町濃i齢春スポーツ大会

25購　町艮湯鳥大運動会

27濤　野轡万作公演

隻4、欝　真夏の雪まつり
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ゴミの自家焼却は有害物質を出す恐れがあり験す

資源ゴミ

廃家電製品

小型冷蔵鷹・小型洗濯機・テレビ・ラジカセ・掃除機・

炊飯露・照明鰻興・オーブンレンジ・扇嵐機など

★大型の家電製贔や家異はできるだけ飯売篠に引き取っ

　てもらいましょう、

★照明露具の電球、蛍光灯は外してください。

金羅製糧大ゴミ

ガスコンロ・ストーブ・窪転車・スチール製机・イス・

トタン・草刈り機・動畷など

★二人で収集庫に積み込めないような重いもの（原付バ

　イク、大型冷蔵鷹・浅濯機〉は収集できません、自分

　で直接溝掃センターに持ち込むか、許罵業渚に運搬の

　依頼をしてください．（いずれも脊料／

★石漉ストーブは濾と電池を抜いてください。

空き笛以外の金属ゴミ

フライパン・鉄アルミ鍋・やかん・スノーダンプ・スコッ

プなど

燃える物と盆属の混合物

スキー・湧具・電気こたつ・ポット・電気毛布・電気カー

ペット・マットレス（スプリング付き〉・おもちゃ・傘・

座いす・使い捨てライターなど

★袋に入らない大型のものは、紙片等で灰名をつけてそ

　のまま繊してください．（箱には入れないでください〉

★釘、鉄片、刃物など袋を破く恐れのあるものはダンボ

　ール箱に入れ「きけん達と衰示して民名を書いて出し

　てください、

★おもちゃ類等の電濾は外してください．

廃バツ聾　窪響
★玉0月のユカ月聞だけ、麹ら直接搬入する場合に限って

　受け付けます．ゴミステーションには鵡さないでくだ

　さい。

★一般家庭の廃バッテリーが対象です、箏業勝の方は患

　さないでください。

古紙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　ミミ多彦

新闘紙・チラシ・ダンボール

★チラシは、・…枚物の萩聞に析り込まれているものに限

　ります。

★親闘・チラシ・ダンボールをそれぞれごとにひもで十

　字に東ねて名筋を書いて磁してください。

★大型のダンボールは縦・横60c鵡位に叛りたたんでくだ

　さい。

★瓢総・チラシ・ダンボール以外の紙はヂ燃えるゴミの

欝μ咄してください．　　訟
　　　　　　　　　　　　イ訳
　　　　　　　　　　　慧欝彦

　ン⑫鶴
飲食料ビン・薬ビン

ドリンクビン・調昧料ビン・　ウイスキービン・ワイン

ビン　・薬ビン・焼鮒ビンなど

★中身は窪にし、軽く水洗いして韻してください。

★金鑓は外してください。金欝は腔き欝の鋤に編し

　てください。

★劃れたものは、ダンボール箱に入れぎきけん」の表示

　をし、氏名を霧いて患してください。

★禰、ビール、醤漉等のビンは販売居に引き取ってもら

　いましょう．

使職電池　鱒
★各集落で決めた場藩（集会駈、農協支所〉の籔収容雛

　に袋や箱からだして入れてください。

★ボタン型電漉は、電漉簸売渚の園収箱に繍してくださ

残　　　　　　　　　汰

燃える糧大ゴミ

曙熱曲
木製家具・カーペツト・畳・ござ・鞍懸・亀霧・マツト

レス（スプリングなし）・ビニ、一ル波板・座擶鐡・ビニー

ルシート・長尺なホースなど

★紙片等で名饒を｛寸けてそのまま患してください．

★大量のものは収集できません．虜分で直接溝掃センタ

　ーに持ち込むか、誇可業奢に運搬の依頼をしてくださ

　い．（いずれも禽料〉

★農業罵ビニールシート（マルチ等）は繊さないでくだ

　さい凸
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の機コ

出し方

分け方

燃えるゴミ 4》 夢
台所ゴミ

料理くず・残飯・果物の皮・茶殻・貝殻・卵の殻・生花・

落ち葉など

★よく水を切ってください。

★生ゴミはできるだけコンポスト等を利溺して自家処理

　〈堆肥化〉してください。

雑誌類

雑誌・マンガ本・文庫本・単行本・カタログ・紙くず紙

コップ・ティッシュ・生理嗣贔・使い捨てカイロ・紙お

むつなど

★雑誌類はひもで十字に束ねて名繭を書いて繊してくだ

　さい。

★紙おむつは、汚物を捨てて出してください。

★隼乳パックは店頭圃収しているところに出すようにし

　てください。

木くず

薩木の枝・廃材など

★木くず等の長い物は、長さ60c無位に切り、直径20c恥

位の束にして縛って、紙片等で氏名を付けて出してく

！翻
　ださい。

斎製品・衣類

衣類・ぬいぐるみ・繊維くず・ボロなど

★布國や毛衛、座布随は、「燃える粗大ゴミの鞠に出し

　てください．

プラスチック類・発泡スチ〔⊃一ル

食品トレー・ポリ容露・ペットボトル・発泡スチロール・

おもちゃ・アルミホイル・ビデオテープ・カセットテープ・

電卓・ヘルメット・スポンジなど

★金腐を含む物はf資源ゴミの臼」に磁してください．

★容露類は金口をはずしてください。金1：1は「空き餌の

　鋤に出してください．

ゴム・革製品・ビニー一ル製畠

ビニール袋・靴・長靴・カバン・手袋・ホースなど

★長尺のホースは袋に入れて出してください。袋に入ら

　ない場合は、ギ燃える親大ゴミの鋤に出してください．

★農業馬ビニールシート（マルチ〉は患さないでくださ

い。

飲料。食爾缶・ヌプし一釜

ジュース・ビ｝ル”飯詰・お茶街・クッキー無ψ｝斗鋳・

　スプレー無・口金・王冠など

★飲食料鋳は、中身を空にし、軽く水洗いして出してく

　ださい．

★スプレー餌は中身を使い切り、穴を鱒けて出してくだ

　さい。

★一斗幾は紙片等で名餉を付けて、そのまま掛してくだ

　さい。

ノ

埋め立てゴミ

②o
　ガラヌ類

　食器浄鰯熱ガラス・板ガラス・電球・蛍光管など

　陶磁器類

　食盟・槙木鉢など

　練炭灰・萱炭灰・焼却灰

　★蛍光管は、ケースがあ溢ばケースに入れて出してくだ

　　さい、

　★割れたガラス、陶磁器類はダンボール箱に入れヂきけ

　　ん3の表示をし、氏名を諜いて患してください。

＿．一、7．．、．▼．．．｝．一ブ
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ゴミの自家焼却は有害物質を出す恐れがあり験す

資源ゴミ

廃家電製品

小型冷蔵鷹・小型洗濯機・テレビ・ラジカセ・掃除機・

炊飯露・照明鰻興・オーブンレンジ・扇嵐機など

★大型の家電製贔や家異はできるだけ飯売篠に引き取っ

　てもらいましょう、

★照明露具の電球、蛍光灯は外してください。

金羅製糧大ゴミ

ガスコンロ・ストーブ・窪転車・スチール製机・イス・

トタン・草刈り機・動畷など

★二人で収集庫に積み込めないような重いもの（原付バ

　イク、大型冷蔵鷹・浅濯機〉は収集できません、自分

　で直接溝掃センターに持ち込むか、許罵業渚に運搬の

　依頼をしてください．（いずれも脊料／

★石漉ストーブは濾と電池を抜いてください。

空き笛以外の金属ゴミ

フライパン・鉄アルミ鍋・やかん・スノーダンプ・スコッ

プなど

燃える物と盆属の混合物

スキー・湧具・電気こたつ・ポット・電気毛布・電気カー

ペット・マットレス（スプリング付き〉・おもちゃ・傘・

座いす・使い捨てライターなど

★袋に入らない大型のものは、紙片等で灰名をつけてそ

　のまま繊してください．（箱には入れないでください〉

★釘、鉄片、刃物など袋を破く恐れのあるものはダンボ

　ール箱に入れ「きけん達と衰示して民名を書いて出し

　てください、

★おもちゃ類等の電濾は外してください．

廃バツ聾　窪響
★玉0月のユカ月聞だけ、麹ら直接搬入する場合に限って

　受け付けます．ゴミステーションには鵡さないでくだ

　さい。

★一般家庭の廃バッテリーが対象です、箏業勝の方は患

　さないでください。

古紙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　ミミ多彦

新闘紙・チラシ・ダンボール

★チラシは、・…枚物の萩聞に析り込まれているものに限

　ります。

★親闘・チラシ・ダンボールをそれぞれごとにひもで十

　字に東ねて名筋を書いて磁してください。

★大型のダンボールは縦・横60c鵡位に叛りたたんでくだ

　さい。

★瓢総・チラシ・ダンボール以外の紙はヂ燃えるゴミの

欝μ咄してください．　　訟
　　　　　　　　　　　　イ訳
　　　　　　　　　　　慧欝彦

　ン⑫鶴
飲食料ビン・薬ビン

ドリンクビン・調昧料ビン・　ウイスキービン・ワイン

ビン　・薬ビン・焼鮒ビンなど

★中身は窪にし、軽く水洗いして韻してください。

★金鑓は外してください。金欝は腔き欝の鋤に編し

　てください。

★劃れたものは、ダンボール箱に入れぎきけん」の表示

　をし、氏名を霧いて患してください。

★禰、ビール、醤漉等のビンは販売居に引き取ってもら

　いましょう．

使職電池　鱒
★各集落で決めた場藩（集会駈、農協支所〉の籔収容雛

　に袋や箱からだして入れてください。

★ボタン型電漉は、電漉簸売渚の園収箱に繍してくださ

残　　　　　　　　　汰

燃える糧大ゴミ

曙熱曲
木製家具・カーペツト・畳・ござ・鞍懸・亀霧・マツト

レス（スプリングなし）・ビニ、一ル波板・座擶鐡・ビニー

ルシート・長尺なホースなど

★紙片等で名饒を｛寸けてそのまま患してください．

★大量のものは収集できません．虜分で直接溝掃センタ

　ーに持ち込むか、誇可業奢に運搬の依頼をしてくださ

　い．（いずれも禽料〉

★農業罵ビニールシート（マルチ等）は繊さないでくだ

　さい凸
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燃えるゴミ 4》 夢
台所ゴミ

料理くず・残飯・果物の皮・茶殻・貝殻・卵の殻・生花・

落ち葉など

★よく水を切ってください。

★生ゴミはできるだけコンポスト等を利溺して自家処理

　〈堆肥化〉してください。

雑誌類

雑誌・マンガ本・文庫本・単行本・カタログ・紙くず紙

コップ・ティッシュ・生理嗣贔・使い捨てカイロ・紙お

むつなど

★雑誌類はひもで十字に束ねて名繭を書いて繊してくだ

　さい。

★紙おむつは、汚物を捨てて出してください。

★隼乳パックは店頭圃収しているところに出すようにし

　てください。

木くず

薩木の枝・廃材など

★木くず等の長い物は、長さ60c無位に切り、直径20c恥

位の束にして縛って、紙片等で氏名を付けて出してく

！翻
　ださい。

斎製品・衣類

衣類・ぬいぐるみ・繊維くず・ボロなど

★布國や毛衛、座布随は、「燃える粗大ゴミの鞠に出し

　てください．

プラスチック類・発泡スチ〔⊃一ル

食品トレー・ポリ容露・ペットボトル・発泡スチロール・

おもちゃ・アルミホイル・ビデオテープ・カセットテープ・

電卓・ヘルメット・スポンジなど

★金腐を含む物はf資源ゴミの臼」に磁してください．

★容露類は金口をはずしてください。金1：1は「空き餌の

　鋤に出してください．

ゴム・革製品・ビニー一ル製畠

ビニール袋・靴・長靴・カバン・手袋・ホースなど

★長尺のホースは袋に入れて出してください。袋に入ら

　ない場合は、ギ燃える親大ゴミの鋤に出してください．

★農業馬ビニールシート（マルチ〉は患さないでくださ

い。

飲料。食爾缶・ヌプし一釜

ジュース・ビ｝ル”飯詰・お茶街・クッキー無ψ｝斗鋳・

　スプレー無・口金・王冠など

★飲食料鋳は、中身を空にし、軽く水洗いして出してく

　ださい．

★スプレー餌は中身を使い切り、穴を鱒けて出してくだ

　さい。

★一斗幾は紙片等で名餉を付けて、そのまま掛してくだ

　さい。

ノ

埋め立てゴミ

②o
　ガラヌ類

　食器浄鰯熱ガラス・板ガラス・電球・蛍光管など

　陶磁器類

　食盟・槙木鉢など

　練炭灰・萱炭灰・焼却灰

　★蛍光管は、ケースがあ溢ばケースに入れて出してくだ

　　さい、

　★割れたガラス、陶磁器類はダンボール箱に入れヂきけ

　　ん3の表示をし、氏名を諜いて患してください。

＿．一、7．．、．▼．．．｝．一ブ
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町長・町議会議員一般選挙は

8月28日（土）投瓢です

松之山町選挙管理委員会

．
殻
灘
難

　
　
櫨
愚
轡
・

　
単
成
難
年
9
月
5
欝
は
町
礒
会
議

騰
、
単
成
U
年
9
拷
9
欝
は
鰐
長
と
、

そ
れ
ぞ
れ
4
年
の
任
期
が
溝
了
と
な

り
ま
す
．
そ
こ
で
、
騎
選
雛
管
理
委

興
会
で
は
8
翔
2
3
鷺
（
月
）
紅
が
、

8
月
認
繕
（
軌
）
を
投
票
嬢
と
す
る

こ
と
に
決
建
し
豪
し
た
。

　
曾
後
4
年
闘
、
松
之
由
町
の
醗
政

を
読
す
町
長
・
町
議
会
議
興
の
選
挙

で
す
。
棄
権
す
る
こ
と
な
ノ
＼
あ
な

た
の
喪
心
に
従
い
、
あ
な
た
餌
身
で

決
め
た
人
に
投
．
躍
し
ま
し
よ
う
．

　
町
の
条
郷
に
よ
り
、
松
之
撫
鰐
長

選
挙
の
投
票
に
つ
い
て
は
、
己
．
式

投
票
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
認
　
式
投
．
脳
と
は
、
あ
ら
か
じ
め

立
醗
補
灘
の
践
名
が
綴
刷
さ
れ
た
投

票
駕
紙
の
指
建
し
た
欄
に
○
の
記
霧

を
記
職
し
て
投
．
駅
箱
に
入
れ
る
方
泌

の
こ
と
で
す
．

　
投
、
、
、
用
紙
に
は
、
く
じ
で
決
め
ら

れ
た
順
に
立
候
補
饗
の
既
犠
が
煎
ん

で
い
て
、
氏
嶺
の
上
に
は
○
を
つ
け

る
弗
．
欄
が
あ
り
ま
す
．
詑
載
舎
に
は
、

記暑式投票灘紙（みほん〉

・…：ゴム麟で欄の真ん中にはっきり

　　　　　　　　　　○をつけること

松
之
由
町
長
選
挙
投
票

　
漉
慧

　
投
票
し
よ
う
と
す
る
候
補
蓄
一

　
、
、
ぬ
い
　
　
今
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
’
z
、

　
　
丁
…
…
ー
ー
ー
　
．

　
　
㎜
　
　
　
㎜
　
　
乙
　
畑

　
　
蜘
ー
f
O
　
　
｝
松
之
縫
花

　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
㎜
　
　
　
㎜
轍
　
猿
　
次

　
　
㎜
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
｝
…
…
き
し
…
書
…
…
！

烈
鑓

蔚
管
狸

㎜
欝
会
墨

｝
　
　
　
　
　
㎜

レ
人
に
つ
い
て
そ
の

筆
・
之
’

　
　
　
民
名
の
無
の
○
を
つ
け
る
欄
に
○
邸
を
つ
け
る
こ
と

㎝

　
　
　
　
　
ほ
か
　
　
な
へ
れ
　
　
　
り

　
．
、
○
の
勉
は
侮
も
勲
か
な
い
こ
と

カ

r
ー
ー
ー
…
　
…
ー
…
噴
ほ
彗
…
穫
～
縫
蒔
…
…
…
当
…
ー
…
…
…

㎜
○
を
つ
け
る
欄
｝
　
候
　
補
　
蓄
　
爵
　
名

・
臥
㌧
）
鴛
重

揆
ツ窒

郵鑓

　
ぎ
｛
急

　
　
㎜

　
　
㎜

　
　
甲

…
…
｝
恥

等
｝
髪
・
峯
乎
・
多
象

｝
重
書
，
｛
i
，
き
｛
…
摩
き
き
藩
…
ー
蓬
き
…
峯
5
達
…
奪
…
…
妻
ー
等
…
季
多
．
ミ
、
乎
…
き

○
を
っ
け
る
ゴ
ム
即
と
ス
タ
ン
プ
台

が
用
憲
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ

を
罵
い
て
勝
建
の
欄
に
押
即
し
て
く

だ
さ
い
、
鉛
筆
な
ど
を
用
い
て
○
を

記
載
し
て
も
無
効
に
な
り
ま
せ
ん
が
、

町
長
選
拳
の
記
載
脅
に
は
常
備
し
て

お
き
ま
せ
ん
の
で
、
押
し
醐
違
い
な

ど
を
訂
蕉
す
る
場
金
は
係
鰻
に
幽
し

患
て
く
だ
さ
い
．

　
ま
た
、
「
○
を
つ
け
る
概
届
以
外
の

場
携
に
○
を
つ
け
た
り
、
「
△
幅
「
×
“

や
雑
箏
を
講
く
と
無
効
に
な
り
豪
す

の
で
ご
漉
恩
く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
鰐
議
余
議
鰻
選
懸
の
段
票

方
法
は
「
詑
名
式
援
、
撚
で
す
．
搬

．
裁
方
法
を
鵜
違
わ
な
い
よ
う
に
お
瀬

い
し
ま
す
．

　
ま
た
、
投
難
用
紙
は
、
町
長
選
挙

が
撫
紙
の
網
紙
に
雰
で
即
刷
し
た
も

の
、
鰐
礒
会
議
賛
選
雛
が
淡
水
色
の

用
紙
に
無
穂
で
邸
刷
し
た
も
の
を
綾

用
し
ま
す
．

《
投
票
で
き
る
人
》

　
松
之
由
町
の
選
雛
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
で
、
町
外
転
鵬
舞
以

外
は
投
票
で
き
ま
す
、

　
こ
の
登
録
さ
れ
て
い
る
人
と
は
、

8
鴛
賂
鷺
現
在
で
溝
2
0
歳
以
灘
で
、

5
月
2
2
鷺
以
蔚
に
驚
内
に
転
入
し
建

幾
登
録
が
済
ん
で
い
る
人
で
す
．

《
投
票
で
き
な
い
人
》

　
選
雛
人
名
簿
に
登
録
さ
勲
て
い
て

も
、
投
票
鷺
ま
で
に
町
外
に
転
出
し

た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
．

　
ま
た
、
栄
生
な
ど
で
家
か
ら
遠
い

た
め
通
学
で
き
ず
、
学
校
飯
覆
地
の

ア
パ
ー
ト
や
寮
で
纂
ら
し
て
い
る
場

禽
は
、
特
段
の
事
矯
の
あ
る
場
合
を

除
き
、
住
幾
票
が
松
之
由
鱒
に
あ
っ

て
も
建
勝
は
実
際
に
住
ん
で
い
る
筋

に
あ
る
と
認
建
さ
れ
、
住
醗
要
件
を

満
た
さ
ず
投
蝋
で
き
ま
せ
ん
。

《
堺
在
煮
投
票
の
ご
剰
用
》

　
投
、
，
．
嶽
に
勝
絹
な
ど
で
投
、
瓶
に

行
け
な
い
場
脅
は
、
8
月
器
羅
（
旦

か
ら
8
鱒
齢
鷺
ハ
金
）
ま
で
の
午
箭

8
時
3
0
分
か
ら
午
後
8
時
ま
で
、
役

場
選
挙
管
礫
愛
毅
会
で
堺
葎
暫
投
票

が
で
き
家
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
．
な
お
、
入
場
券
を
忘
れ
ず
に
ご

持
滲
く
だ
さ
い
．

《
入
場
券
を
お
志
れ
な
く
》

　
入
場
券
は
後
欝
、
集
落
総
代
を
懸

じ
て
お
濾
け
し
ま
す
．
届
か
な
か
っ

た
り
紛
失
し
た
場
含
で
も
、
選
雛
人

名
簿
に
懸
録
さ
れ
て
い
る
人
は
役
．
蝋

で
き
家
す
の
で
、
役
、
，
．
断
で
係
鍛
に

幽
し
繊
て
く
だ
さ
い
。

4

給描衆製叱スを
・ぞ残澄鯵るには？
瀬》　盈　　　　一

　　　観醗㎜嚢齢麓
購驚樋め窓誕韮にご頻講ください。

塗謹曳媛專鱒鍵蔽どがお箏鉱いし或す

　
六
月
導
で
は
、
保
険
料
に
つ
い
て

灘
き
ま
し
た
が
、
今
囲
は
サ
…
ビ
ス

を
受
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

を
特
集
し
ま
す
。

老
化
に
よ
っ
て
介
護
や

　
　
支
援
が
必
要
な
と
き

　
　
（
要
介
護
・
要
支
援
）

　
寝
た
き
り
、
痴
呆
な
ど
で
常
に
介

護
が
必
要
（
要
介
纏
状
態
）
に
な
っ

た
り
、
家
事
や
入
浴
等
、
段
常
盤
活

に
支
援
が
必
要
く
要
支
援
状
態
）
と

認
定
さ
れ
た
と
き
、
介
護
保
険
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
．

　
介
護
が
必
要
で
も
残
さ
れ
た
能
力

で
で
き
る
だ
け
礁
絃
し
た
生
濤
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
塞
人
の
希

望
に
応
じ
た
サ
…
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

ま
す
．

　
こ
の
よ
う
な
状
態
の
方
は
、
町
役

場
（
町
保
健
セ
ン
タ
ー
〉
へ
電
、
醐
し
、

介
護
の
必
要
度
を
輝
建
し
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
で
す
。
（
介
護
認
羅
）

　
串
請
は
本
人
や
家
族
の
憾
、
介
護

支
援
醇
門
駿
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
…
）

に
頼
め
ま
す
．
串
講
を
す
る
と
、
瞬

職
襲
や
介
護
吏
援
轡
門
興
が
家
庭
に

う
か
が
い
、
心
勢
の
状
態
な
ど
に
つ

い
て
闘
き
取
り
調
査
を
し
ま
す
憩

　
こ
の
訪
醐
調
糞
の
結
桀
と
か
か
り

つ
け
鷹
の
愚
冤
灘
を
も
と
に
、
介
護

認
定
審
奮
会
に
お
い
て
審
糞
、
判
定

が
行
わ
れ
ま
す
。
介
獲
認
疋
審
査
劃

で
は
、
介
護
（
支
援
爆
が
必
要
な
状

態
か
ど
う
か
の
「
認
定
幅
ま
た
は

「
却
下
（
目
窯
）
」
を
す
る
だ
け
で
な

く
、
介
護
の
必
要
度
合
い
で
あ
る
「
要

介
護
（
支
援
）
度
」
も
判
建
し
ま
す
．

要
介
護
・
要
支
援
認
定

さ
れ
た
方
は
ど
う
な
る
の
？

　
要
介
護
（
支
援
）
認
建
を
受
け
た

方
は
介
護
支
援
専
門
輿
に
相
談
し
、

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
や
訪
問
入
浴
、
不
老

囎
で
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
謙
醐

に
そ
っ
た
中
で
禰
禄
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
ま
す
．

　
4
0
歳
か
ら
6
4
歳
ま
で
の
方
に
つ
い

て
も
、
老
化
に
と
も
な
う
病
気
に

よ
っ
て
介
護
や
支
援
が
必
要
に
な
っ

た
方
に
つ
い
て
、
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

該
当
す
る
病
気
の
鯛

初
老
期
の
痴
呆
・
脳
鐡
管
疾
患
・

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
痛
・
糖
尿
病
性
賢

疲
・
糖
尿
病
牲
網
膜
症
・
慢
性
弱

節
リ
ウ
マ
チ
等
協
種
類
の
病
気

介
護
保
険
の

　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

醗
保
健
セ
ン
タ
峯

　
　
　
　
　
　
費
6
－
3
7
0
5

サービス給慰対象

｛

◎寝たきりや痴呆などにより、食事、入浴、排濾など段常生活に

　常に介護が必要な人

◎家事や身支度などの臼常生活に支援が必要な人

第
等
号
被
保
険
者

◎老化にともなう病気によって介護や支援が必要になった人

一

一
初老蜘）痴呆、脳撫管疾患、筋萎繍生領螺硬化症、パーキンソン瓶脊髄

小脳変控症、シャイ・ドレーガー癒候群、糖尿病樵腎症、糖尿病牲網膜症1

糖尿病性神経障害、閉塞性動脈硬化症、慢性閉塞牲脇疾患、爾側の膝関節

または股関籔に著しい変形を挫う変形樵関締症、慢姓関節リウマチ、後縦

靱帯骨化症、脊櫨管狭窄症、骨折を伴う辮騰號、皐老症

…

　一㎜

第
2
号
被
保
険
者

一
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．
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．
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．
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．
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．

　
投
、
、
、
用
紙
に
は
、
く
じ
で
決
め
ら

れ
た
順
に
立
候
補
饗
の
既
犠
が
煎
ん

で
い
て
、
氏
嶺
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投
票
し
よ
う
と
す
る
候
補
蓄
一

　
、
、
ぬ
い
　
　
今
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
’
z
、

　
　
丁
…
…
ー
ー
ー
　
．

　
　
㎜
　
　
　
㎜
　
　
乙
　
畑

　
　
蜘
ー
f
O
　
　
｝
松
之
縫
花

　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
㎜
　
　
　
㎜
轍
　
猿
　
次

　
　
㎜
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
｝
…
…
き
し
…
書
…
…
！

烈
鑓

蔚
管
狸

㎜
欝
会
墨

｝
　
　
　
　
　
㎜

レ
人
に
つ
い
て
そ
の

筆
・
之
’

　
　
　
民
名
の
無
の
○
を
つ
け
る
欄
に
○
邸
を
つ
け
る
こ
と

㎝

　
　
　
　
　
ほ
か
　
　
な
へ
れ
　
　
　
り

　
．
、
○
の
勉
は
侮
も
勲
か
な
い
こ
と

カ

r
ー
ー
ー
…
　
…
ー
…
噴
ほ
彗
…
穫
～
縫
蒔
…
…
…
当
…
ー
…
…
…

㎜
○
を
つ
け
る
欄
｝
　
候
　
補
　
蓄
　
爵
　
名

・
臥
㌧
）
鴛
重

揆
ツ窒

郵鑓

　
ぎ
｛
急

　
　
㎜

　
　
㎜

　
　
甲

…
…
｝
恥

等
｝
髪
・
峯
乎
・
多
象

｝
重
書
，
｛
i
，
き
｛
…
摩
き
き
藩
…
ー
蓬
き
…
峯
5
達
…
奪
…
…
妻
ー
等
…
季
多
．
ミ
、
乎
…
き

○
を
っ
け
る
ゴ
ム
即
と
ス
タ
ン
プ
台

が
用
憲
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ

を
罵
い
て
勝
建
の
欄
に
押
即
し
て
く

だ
さ
い
、
鉛
筆
な
ど
を
用
い
て
○
を

記
載
し
て
も
無
効
に
な
り
ま
せ
ん
が
、

町
長
選
拳
の
記
載
脅
に
は
常
備
し
て

お
き
ま
せ
ん
の
で
、
押
し
醐
違
い
な

ど
を
訂
蕉
す
る
場
金
は
係
鰻
に
幽
し

患
て
く
だ
さ
い
．

　
ま
た
、
「
○
を
つ
け
る
概
届
以
外
の

場
携
に
○
を
つ
け
た
り
、
「
△
幅
「
×
“

や
雑
箏
を
講
く
と
無
効
に
な
り
豪
す

の
で
ご
漉
恩
く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
鰐
議
余
議
鰻
選
懸
の
段
票

方
法
は
「
詑
名
式
援
、
撚
で
す
．
搬

．
裁
方
法
を
鵜
違
わ
な
い
よ
う
に
お
瀬

い
し
ま
す
．

　
ま
た
、
投
難
用
紙
は
、
町
長
選
挙

が
撫
紙
の
網
紙
に
雰
で
即
刷
し
た
も

の
、
鰐
礒
会
議
賛
選
雛
が
淡
水
色
の

用
紙
に
無
穂
で
邸
刷
し
た
も
の
を
綾

用
し
ま
す
．

《
投
票
で
き
る
人
》

　
松
之
由
町
の
選
雛
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
で
、
町
外
転
鵬
舞
以

外
は
投
票
で
き
ま
す
、

　
こ
の
登
録
さ
れ
て
い
る
人
と
は
、

8
鴛
賂
鷺
現
在
で
溝
2
0
歳
以
灘
で
、

5
月
2
2
鷺
以
蔚
に
驚
内
に
転
入
し
建

幾
登
録
が
済
ん
で
い
る
人
で
す
．

《
投
票
で
き
な
い
人
》

　
選
雛
人
名
簿
に
登
録
さ
勲
て
い
て

も
、
投
票
鷺
ま
で
に
町
外
に
転
出
し

た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
．

　
ま
た
、
栄
生
な
ど
で
家
か
ら
遠
い

た
め
通
学
で
き
ず
、
学
校
飯
覆
地
の

ア
パ
ー
ト
や
寮
で
纂
ら
し
て
い
る
場

禽
は
、
特
段
の
事
矯
の
あ
る
場
合
を

除
き
、
住
幾
票
が
松
之
由
鱒
に
あ
っ

て
も
建
勝
は
実
際
に
住
ん
で
い
る
筋

に
あ
る
と
認
建
さ
れ
、
住
醗
要
件
を

満
た
さ
ず
投
蝋
で
き
ま
せ
ん
。

《
堺
在
煮
投
票
の
ご
剰
用
》

　
投
、
，
．
嶽
に
勝
絹
な
ど
で
投
、
瓶
に

行
け
な
い
場
脅
は
、
8
月
器
羅
（
旦

か
ら
8
鱒
齢
鷺
ハ
金
）
ま
で
の
午
箭

8
時
3
0
分
か
ら
午
後
8
時
ま
で
、
役

場
選
挙
管
礫
愛
毅
会
で
堺
葎
暫
投
票

が
で
き
家
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
．
な
お
、
入
場
券
を
忘
れ
ず
に
ご

持
滲
く
だ
さ
い
．

《
入
場
券
を
お
志
れ
な
く
》

　
入
場
券
は
後
欝
、
集
落
総
代
を
懸

じ
て
お
濾
け
し
ま
す
．
届
か
な
か
っ

た
り
紛
失
し
た
場
含
で
も
、
選
雛
人

名
簿
に
懸
録
さ
れ
て
い
る
人
は
役
．
蝋

で
き
家
す
の
で
、
役
、
，
．
断
で
係
鍛
に

幽
し
繊
て
く
だ
さ
い
。

4

給描衆製叱スを
・ぞ残澄鯵るには？
瀬》　盈　　　　一

　　　観醗㎜嚢齢麓
購驚樋め窓誕韮にご頻講ください。

塗謹曳媛專鱒鍵蔽どがお箏鉱いし或す

　
六
月
導
で
は
、
保
険
料
に
つ
い
て

灘
き
ま
し
た
が
、
今
囲
は
サ
…
ビ
ス

を
受
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

を
特
集
し
ま
す
。

老
化
に
よ
っ
て
介
護
や

　
　
支
援
が
必
要
な
と
き

　
　
（
要
介
護
・
要
支
援
）

　
寝
た
き
り
、
痴
呆
な
ど
で
常
に
介

護
が
必
要
（
要
介
纏
状
態
）
に
な
っ

た
り
、
家
事
や
入
浴
等
、
段
常
盤
活

に
支
援
が
必
要
く
要
支
援
状
態
）
と

認
定
さ
れ
た
と
き
、
介
護
保
険
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
．

　
介
護
が
必
要
で
も
残
さ
れ
た
能
力

で
で
き
る
だ
け
礁
絃
し
た
生
濤
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
塞
人
の
希

望
に
応
じ
た
サ
…
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

ま
す
．

　
こ
の
よ
う
な
状
態
の
方
は
、
町
役

場
（
町
保
健
セ
ン
タ
ー
〉
へ
電
、
醐
し
、

介
護
の
必
要
度
を
輝
建
し
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
で
す
。
（
介
護
認
羅
）

　
串
請
は
本
人
や
家
族
の
憾
、
介
護

支
援
醇
門
駿
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
…
）

に
頼
め
ま
す
．
串
講
を
す
る
と
、
瞬

職
襲
や
介
護
吏
援
轡
門
興
が
家
庭
に

う
か
が
い
、
心
勢
の
状
態
な
ど
に
つ

い
て
闘
き
取
り
調
査
を
し
ま
す
憩

　
こ
の
訪
醐
調
糞
の
結
桀
と
か
か
り

つ
け
鷹
の
愚
冤
灘
を
も
と
に
、
介
護

認
定
審
奮
会
に
お
い
て
審
糞
、
判
定

が
行
わ
れ
ま
す
。
介
獲
認
疋
審
査
劃

で
は
、
介
護
（
支
援
爆
が
必
要
な
状

態
か
ど
う
か
の
「
認
定
幅
ま
た
は

「
却
下
（
目
窯
）
」
を
す
る
だ
け
で
な

く
、
介
護
の
必
要
度
合
い
で
あ
る
「
要

介
護
（
支
援
）
度
」
も
判
建
し
ま
す
．

要
介
護
・
要
支
援
認
定

さ
れ
た
方
は
ど
う
な
る
の
？

　
要
介
護
（
支
援
）
認
建
を
受
け
た

方
は
介
護
支
援
専
門
輿
に
相
談
し
、

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
や
訪
問
入
浴
、
不
老

囎
で
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
謙
醐

に
そ
っ
た
中
で
禰
禄
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
ま
す
．

　
4
0
歳
か
ら
6
4
歳
ま
で
の
方
に
つ
い

て
も
、
老
化
に
と
も
な
う
病
気
に

よ
っ
て
介
護
や
支
援
が
必
要
に
な
っ

た
方
に
つ
い
て
、
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

該
当
す
る
病
気
の
鯛

初
老
期
の
痴
呆
・
脳
鐡
管
疾
患
・

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
痛
・
糖
尿
病
性
賢

疲
・
糖
尿
病
牲
網
膜
症
・
慢
性
弱

節
リ
ウ
マ
チ
等
協
種
類
の
病
気

介
護
保
険
の

　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

醗
保
健
セ
ン
タ
峯

　
　
　
　
　
　
費
6
－
3
7
0
5

サービス給慰対象

｛

◎寝たきりや痴呆などにより、食事、入浴、排濾など段常生活に

　常に介護が必要な人

◎家事や身支度などの臼常生活に支援が必要な人

第
等
号
被
保
険
者

◎老化にともなう病気によって介護や支援が必要になった人

一

一
初老蜘）痴呆、脳撫管疾患、筋萎繍生領螺硬化症、パーキンソン瓶脊髄

小脳変控症、シャイ・ドレーガー癒候群、糖尿病樵腎症、糖尿病牲網膜症1

糖尿病性神経障害、閉塞性動脈硬化症、慢性閉塞牲脇疾患、爾側の膝関節

または股関籔に著しい変形を挫う変形樵関締症、慢姓関節リウマチ、後縦

靱帯骨化症、脊櫨管狭窄症、骨折を伴う辮騰號、皐老症

…

　一㎜

第
2
号
被
保
険
者

一

5



ー
o
り
⑩
Φ
ー

全景難桶自髭継

松
ロ
澤
ロ
三
桶
誌
発
行

全
戸
の
寄
稿

　
　
　
　
ム
ラ
の
語
り
を
二
十

　
遍
疎
と
少
子
化
、
闘
く
人
藷
る
人

の
数
が
少
な
い
世
の
漉
れ
の
中
で
は
、

氣
力
を
失
い
が
ち
な
今
澱
．
小
さ
な

ム
ラ
の
播
話
を
後
徴
に
残
そ
う
と
著

奢
老
人
た
ち
の
拳
で
ま
と
め
ら
れ
た

六
ヶ
年
の
労
婬
で
あ
る
。

磁
稼
ぎ
先
、
病
床
か
ら
冬
場
濃
れ

な
い
執
筆
が
続
く
．
写
真
も
多
く
「
わ

が
家
輪
の
紹
介
、
行
政
文
化
産
業
と

多
項
目
に
わ
た
る
。
低
辺
に
盤
き
搬

い
た
売
人
の
洋
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

お
問
い
合
わ
せ

　
誌
編
集
事
務
局
　
吉
璃
鰯
尚

　
　
　
　
　
　
　
黎
6
－
3
4
4
壌

一
世
紀
へ

舞台患演あとの
　　青隼腰役奢衆
　　　　　く昭租3年頭

（
繭
列
右
か
ら
）

宮
城
屋
窃
次
　
新
宅
権
次
郎

水
上
興
窃
郎
　
山
Q
要
吉

（
二
段
目
右
か
ら
〉

橘
麗
敷
箱
藏
　
幾
着
剰
次

〈
三
段
麟
か
ら
〉

六
助
政
帯
　
　
土
橋
単
平

上
方
万
蔵
　
　
三
郎
弱
益
蔵

角
屋
栄
吉
　
　
橘
徳
屋
安
定

中
野
屋
心
栄

欝
事
・
傷
　

鑓
霧
雛
篠

難
響
灘
獄
喉

罎欝
慧
縛

甲鷺、瀟i
l」鞭麹

各麟霧た

昭1穣34葺
8月璽4臼
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6

「
　
俗
■
堕
ξ
智
懐
詣
鉾
鵯
◎
職

蟹
b
ン
，
髪
齢
鵯

戴
窟
饒
パ
ブ
、
“
飛
鵯

榔

　　㎜｝
し

松瓜諏訪神社

竹肉藤風筆楠木獲成と疋行（子籍歳〉と決溺の場

薪のある狂言

菱

真夏の笑いの祭典

野村父子の至芸に

　　800人の観客が酔いしれました
ヂ舟渡婿」では船頭が婿のお酒を無理央理・

　
t
月
．
｛
七
欝
夜
、
湯
由
地
内
に

あ
る
山
の
乱
の
能
楽
堂
（
通
称
擢
麗

祇
）
に
お
い
て
野
村
ガ
作
、
萬
斎
父

子
ら
理
代
を
代
表
す
る
猛
葺
輝
に
よ

る
薪
の
あ
る
獲
．
、
「
、
隻
の
箕
い
祭

典
幅
が
響
わ
れ
約
八
、
薦
入
の
観
客
が

獲
　
の
欝
界
を
堪
能
し
ま
し
た
、

　
こ
の
公
演
は
、
晦
跳
禽
志
に
よ
る

穿
吹
き
会
の
主
催
で
今
翻
で
、
闇
目

を
迎
え
、
す
っ
か
り
松
之
山
町
に
は

欠
か
せ
な
い
行
事
と
な
り
ま
し
た
．

　
当
磁
は
、
午
後
烈
時
頃
よ
り
続
々

と
観
客
が
訪
れ
、
公
践
館
駐
蓑
場
は

騨
で
い
っ
ば
い
に
な
り
．
峯
老
薦
周

辺
ま
で
灘
が
癒
ま
っ
て
い
ま
し
た
．

　
中
勤
校
入
口
で
受
付
を
済
ま
せ
た

後
、
会
場
ま
で
約
　
爵
椴
あ
る
坂
道

を
歩
い
て
い
き
ま
す
、
由
の
上
に
あ

る
会
場
は
、
賜
が
沈
む
と
燧
懸
の
暑

さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
ほ
ど
、
心

地
よ
い
騰
が
吹
い
て
い
ま
し
た
．
茅

蓬
き
の
能
楽
堂
の
蒙
わ
り
に
は
、
あ

ち
こ
ち
で
薪
が
た
か
れ
、
廟
傘
を

使
っ
た
照
明
が
幻
憲
的
な
．
雰
臨
、
欺
を

串
し
て
い
ま
し
た
、

　
軒
後
七
時
よ
り
開
演
と
な
り
、
始

め
に
出
演
黄
の
石
繊
畢
夫
さ
ん
よ
り

荻
一
の
入
懇
講
座
と
い
う
こ
と
で
能

磯
に
つ
い
て
の
読
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

今
翻
の
演
擦
は
、
「
舟
渡
婿
転
と
薫
ハ

地
蔵
偏
の
　
題
で
「
舟
渡
婿
幅
で
は
、
初

め
て
舅
に
会
い
に
ゆ
く
婿
が
、
麗
の

会場は開演を待つ客でいっぱい

好
き
な
瀬
を
烹
産
に
離
に
乗
り
ま
す
。

し
か
し
、
瀬
好
き
な
舩
頭
に
嫌
が
ら

せ
を
受
け
難
方
な
く
．
瀬
を
飲
ま
せ
て

し
ま
い
ま
す
．
し
か
し
、
軽
く
な
っ

た
瀬
樽
を
持
っ
て
行
っ
た
婿
を
待
う
、

て
い
た
翼
は
、
縄
然
に
も
先
ほ
ど
の

船
頭
だ
っ
た
と
い
う
舗
で
す
．

「
六
地
蔵
繍
　
は
、
　
磁
撫
瀞
質
が
辻
堂
に

安
灘
す
る
地
蔵
を
仏
師
に
頼
も
う
と

都
に
霧
い
た
が
、
肝
心
の
仏
師
の
蟹

場
勝
を
難
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
へ
騙
り

考
の
「
す
っ
ぱ
」
が
撚
分
が
仏
師
で

あ
る
と
溝
を
か
け
ま
す
．
色
々
な
撃

を
使
っ
て
繊
瓜
爵
を
騙
そ
う
と
す
る

の
で
す
が
、
簸
後
は
ば
れ
て
し
ま
い

ま
す
．

　
公
演
後
の
帰
の
遵
に
は
、
灯
籠
に

灯
が
と
も
さ
れ
、
観
客
は
す
ば
ら
し

い
．
、
獄
の
余
鰻
に
ひ
た
る
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
ぞ
れ
が
感
想
を
議
し
な
が
ら

帰
っ
て
い
き
ま
し
た
．
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は
、
単
成
八
年
に
講
演
途

　
串
で
脳
梗
塞
で
倒
れ
、
ま
だ
リ
ハ
ビ

　
リ
中
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
一
見

　
雌
通
の
人
と
粥
ら
変
わ
り
が
な
い
よ

　
う
に
晃
え
ま
し
た
。
轍
初
に
3
会
脅

　
が
幾
を
紹
介
し
終
わ
る
と
、
攣
速
小

　
林
疑
は
「
私
は
、
入
様
が
紹
介
し
て

　
く
だ
さ
る
こ
と
に
は
欝
を
挟
む
の
は

　
嫌
な
方
だ
か
ら
黙
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て
い
ま
す
が
、

　
た
だ
小
林
先
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と
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の
だ
け
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弁
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だ
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．
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．
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に
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ど
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に
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と

　
呼
ぶ
こ
と
が
多
、
す
ぎ
る
と
荊
々
か
ら
、

　
批
判
が
あ
る
こ
と
も
確
か
な
こ
と
で

　
す
．

　
　
た
だ
し
、
小
林
疑
は
ア
ナ
ウ
ン

　
サ
ー
の
道
に
入
り
ま
し
た
が
、
教
灘

　
の
資
格
は
持
っ
て
い
る
そ
う
で
す
．

　
な
ぜ
教
興
に
な
ら
な
か
っ
た
か
と
い

　
う
と
、
昭
秘
．
．
郵
年
畷
教
欝
難
鰐
完

　
の
串
学
校
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
常
繊
た

　
ち
の
教
師
に
魁
す
る
及
発
が
嬬
ま
り

　
か
け
て
い
豪
し
た
、
そ
う
い
う
動
徳

　
の
欝
を
晃
る
と
、
や
る
な
ら
や
っ
て

　
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
、
弧
持
ち
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岡
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て
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な
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で
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れ
な
か
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と
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い
ま
す
．

　
ま
た
、
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興
羅
の
中
で
は
、
兜
惣

岡
窯
の
偽
醤
的
な
雰
懸
気
が
裁
慢
で

き
な
く
て
教
頭
売
焦
が
、
岡
僚
の
敏

師
に
は
い
い
顔
を
し
、
上
鑓
の
校
長

に
対
し
て
も
い
い
頻
を
し
て
右
往
蕪

往
し
て
い
る
の
を
見
て
、
一
選
間
岡

じ
職
興
察
に
い
た
ら
殴
り
禽
い
に
な

る
と
思
っ
た
そ
う
で
す
．

　
そ
の
小
林
民
が
よ
く
教
職
大
会
で

講
演
依
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が
あ
り
、
そ
の
と
き
に
な

ぜ
教
職
を
選
ば
れ
た
か
問
い
か
け
る

そ
う
で
す
、
無
纐
な
華
供
た
ち
の
心

に
、
ど
う
い
う
入
格
を
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て
て
み
た

い
の
か
を
是
舞
醐
い
て
み
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
．

　
．
親
代
ほ
ど
、
人
間
と
し
て
理
想
を

央
っ
て
い
る
時
代
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
は
経
済
的
釈
益
を
も
た
ら
す
こ
と

に
は
葵
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を
選
ば
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
．
大
入
が
理
想
に
麟
か
っ
て

い
る
姿
を
子
供
た
ち
に
箆
せ
て
い
ま

せ
ん
．
子
ど
も
に
だ
け
健
金
膏
成
な

ど
と
い
う
の
は
お
か
し
い
．
恥
と
辛
欝

の
認
で
、
獺
灘
が
終
わ
り
衷
し
た
。
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吉
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萬
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猛
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催
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迎
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会
場
を
盛
り
上
げ
た
松
之
霞
地
区
の
応
援
國

躍
鶏
蝋

地覆懸旗のもと町長に選手宣誓する相沢暴之さん

繊

引き継ぐたびに1人ずつ増えていくプラス蓄リレー

　　　　　　　　　麓
　　　　　　　畠　　．　　　　倫

最初の地壌対抗競技紅自玉入れ

　
七
月
二
牽
五
欝
に
町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
第
二
十
賄
瀬
購
難
湯
鳥

大
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
今
園
よ
り
、
競
技
内
容
が
見
灘
さ

れ
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
名
称
も
「
町

民
体
費
大
会
』
か
ら
「
町
疑
湯
鳥
大

運
動
会
」
に
変
更
に
な
り
謹
し
た
．

簸
近
で
は
、
大
会
も
遍
疎
化
や
少
子

隔
齢
化
の
波
が
押
し
審
せ
、
小
さ
な

地
鷹
で
は
、
選
乎
を
編
成
す
る
の
も

大
変
な
競
技
が
鵡
て
き
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
釜
地
鼠
の
対
筑
意
識
が
強
く

な
り
過
ぎ
て
い
ま
し
た
．

　
今
蹴
の
見
藏
し
に
蚤
た
り
、
地
総

対
抗
の
競
技
性
は
秘
ら
げ
、
維
で
も

参
撫
で
き
る
種
段
を
多
く
採
用
し
ま

し
た
．
鶴
体
的
に
は
、
地
罷
紺
抗
競

技
を
照
種
目
と
し
、
種
目
ご
と
に
．

位
か
ら
窯
位
ま
で
表
彰
し
、
総
合
優

勝
を
無
く
し
ま
し
た
．
ま
た
、
そ
の

飽
の
鐡
体
競
技
を
紅
霞
戦
に
し
ま
し

た
．
そ
の
こ
と
に
よ
り
い
つ
も
の
大

会
よ
り
参
茄
餐
が
増
え
ま
し
た
．

　
当
鍵
は
梅
雨
明
け
鍛
初
の
沼
曜
撫

と
あ
っ
て
、
朔
か
ら
晴
天
と
な
り
、

闘
会
式
で
は
、
約
千
難
蕉
人
の
選
手

や
観
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。
　
厳
初
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
「
鼓
夢
の

会
　
や
「
深
山
太
鼓
｝
の
み
な
さ
ん

が
孤
カ
月
も
勧
か
ら
練
響
し
て
い
た

と
い
う
繭
欝
「
翼
駒
顎
万
誘
の
響
き
恥

を
演
奏
し
て
く
れ
ま
し
た
。

午
離
の
競
技
で
は
、
「
紅
繍
蓑
入
れ
幅

澄
ー
ド
レ
ー
5
門
幼
慶
レ
ー
ス
㎏

「
紐
繋
ぎ
レ
ー
ス
寛
短
距
離
癒
幅
「
大

薫
送
り
幅
「
民
議
踊
り
楠
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
紐
繋
ぎ
リ
レ
ー
で
は
、
役
，
興
か
ら

男
女
十
、
、
人
の
選
乎
が
次
寮
と
紐
を

引
い
て
、
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
そ
の
長

やっばり女性も強い　綱引き

簾5名が一つになって大養足レース

畷騨
脚柵舶

みごとな太鼓演奏を披露したゼ鼓夢の会」とギ深毒太鼓達のみなさん

墾
火
を
運
ん
で
き
た
佐
藤
剰
昭
さ
ん
滝
沢
千
恵
さ
ん

おやつをめざして幼晃レース

さ
を
競
う
の
で
す
が
、
紐
の
長
さ
が

違
う
た
め
に
篶
い
紐
を
覗
く
と
袋
く

な
り
濠
せ
ん
。
ま
た
、
大
葦
送
り
で

は
、
続
櫓
鮒
航
戦
で
紅
鷺
各
穣
名
で

競
技
が
競
わ
れ
、
列
が
長
い
た
め
大

薫
を
あ
ち
こ
ち
で
落
と
し
て
し
ま
い
、

鍛
後
ま
で
ど
っ
ち
が
勝
つ
か
分
か
ら

な
い
ほ
ど
鐵
熱
し
ま
し
た
。

　
午
後
の
競
技
は
、
「
ゲ
ー
ト
ボ
…
ル

リ
レ
…
恥
デ
ベ
ッ
ク
輪
投
げ
嬬
「
う

ず
潮
リ
レ
…
恥
「
プ
ラ
ス
ワ
ン
リ

レ
ー
凱
綱
引
き
」
「
大
欝
量
レ
ー
呂

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
学
生
努
子
に
よ
る
プ
ラ
ス
ワ
ン

リ
レ
ー
で
は
、
　
一
人
が
幼
兜
の
三
輪

壌
を
こ
い
で
二
人
縄
跳
び
へ
引
き
継

ぎ
、
そ
こ
か
ら
二
人
が
棒
を
持
ち
、

｝
人
が
…
人
が
そ
の
棒
に
つ
か
ま
り

落
ち
な
い
よ
う
に
、
次
の
懸
人
一
組

の
騎
馬
に
畷
き
継
ぎ
、
簸
後
は
蕊
人

　　　　　　舞

灘
も
パ
　
チ

飯
馨

簸
へ
“
、

講鷺翠
鰹鱗・、

灘
灘

灘
縦
．
、

羅
　
叢
灘
、

畿
雛

一
組
の
鐵
建
逢
濤
に
朔
き
継
ぐ
と
い

う
£
夫
を
凝
ら
し
た
競
枝
で
一
織
を

華
い
ま
し
た
。
ま
た
、
綱
引
き
で
は
、

男
子
女
子
ご
と
分
か
れ
て
カ
を
擬
り

絞
り
鷺
熱
し
た
戦
い
を
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
釜
地
鼠
の
旛
援
席
で
は
、

応
援
撚
が
盛
ん
な
声
援
を
繰
り
伝
げ
、

中
に
は
鱗
岡
転
で
エ
ー
ル
の
、
父
換
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
．

　
閉
会
式
で
は
、
体
欝
撫
導
婁
縫
の

柳
靖
浩
さ
ん
が
、
「
競
技
姓
は
薄
ら
い

だ
が
、
鞭
雑
も
皆
さ
ん
に
慧
発
を
聞

き
な
が
ら
よ
り
艮
い
大
会
に
し
て
い

き
た
い
、
恥
と
挨
拶
さ
れ
豪
し
た
。

　
一
年
に
…
鐡
町
民
が
一
岡
に
会
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
健
康
的

に
楽
し
く
遍
ご
す
こ
と
は
火
切
な
こ

と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
皆
さ

ん
か
ら
参
撫
し
て
も
ら
い
楽
し
い
大

会
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　　　かわいい応援鐡です

懸翼雛

槍0人並んで、それっ　大玉送り

なかなかむずかしいアベ璽ック輪投鯵

　　　　灘総
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に
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民爺。暫⑳麗

　　高齢者ス：ポーツ六会

檬なわとび穴会

爾年大会

　　が行われました

わが家の人気者⑳

ゆうた

雄太ちゃん登場（2歳）

　高沢雄基・美枝さん長勇

　　　　　　（湯山・舶城〉

　家では、ギゆうた」と呼ばれて

います。僕は「お父さん、お母さ

ん3と呼んでいます、

　お父さんが俸ってくれた砂場

で遊んだり、ミニカーで遊ぶの

が好きです、好きな食べ物は、

ヂアンボ捧に「シシャモまです。

　簸近初めて海水浴に行ってき

ました．まだ一入では波にさら

われてしまうので、お父さんに

だっこしてもらって入りました。

海の水はとてもしょっばいこと

が分かりました。

1お母さんから一露1

　素薩で思いやりのある子に育っ

てほしいです．

霊O

饗

　｝葉単

“』

寳
醐
齢
巻
ス
ポ
妻
ツ
大
会

　
七
月
牽
隠
撮
に
、
剛
齢
蓄
ス
ポ
…
ツ

大
会
が
町
民
体
脊
館
で
行
わ
れ
藻
し

た
．　
こ
の
大
会
は
町
内
煮
地
鼠
対
魏
で

行
わ
れ
る
も
の
で
、
滋
碍
は
港
人
ク

ラ
ブ
に
舶
入
さ
れ
て
い
る
六
牽
歳
以

上
の
方
が
選
手
で
参
加
さ
れ
、
総
勢

も
：
溝
人
を
越
え
ま
し
た
．

　
墾
わ
れ
た
競
技
種
擦
は
、
「
タ
ル
転

が
し
漏
「
ボ
ー
ル
送
り
』
「
輪
投
げ
篇

「
ス
リ
ッ
パ
飛
ば
し
凱
ソ
フ
ト
ボ
ー

リ
ン
グ
漏
「
鷲
八
れ
偏
「
ボ
ー
ル
運
び
婦

で
皆
さ
ん
一
駕
懸
命
に
競
技
に
参
筋

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ど
の
競
技
も
体
力
と
い
う
よ
り
も

技
術
が
要
求
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、

内
容
も
色
々
趣
陶
が
凝
ら
し
て
あ
り

ま
し
た
．
総
合
鰻
勝
は
、
獅
川
地
区

の
皆
さ
ん
で
し
た
。

長
な
わ
と
び
大
会

　
七
月
、
、
β
に
町
民
体
膏
餓
に
お
い

て
長
な
わ
と
び
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
．
参
撫
チ
ー
ム
は
全
部
で
セ
ニ

チ
ー
ム
で
、
優
勝
チ
…
ム
は
、
松
之

由
小
学
校
の
五
年
銚
で
編
成
さ
れ
た

「
さ
わ
や
か
チ
…
ム
恥
で
し
た
。
　
縄

録
は
ヒ
牽
七
瞬
飛
び
ま
し
た
。
や
は

り
、
体
の
軽
し
罫
ど
も
の
方
が
欝
利

な
よ
う
で
す
。

大
厳
寺
高
原
に

「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
」
が

　
　
　
　
　
　
　
誕
生

　
県
の
補
助
禽
を
受
け
「
ば
ー
ど

が
ー
で
ん
娠
の
鹸
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
、
田
。
．
↑
塞
が
植
栽
さ
れ
ま
し
た
．

こ
れ
は
、
華
地
の
縄
溝
期
と
大
磁
寺

Σ
簾
の
濡
性
化
の
た
め
に
（
財
）
農

業
撫
い
墨
公
祇
が
行
う
も
の
で
す
．

　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
七
月
か
ら
約
慧

力
爆
間
収
穰
が
で
き
、
盤
食
、
ジ
ャ

ム
、
ジ
ュ
ー
ス
に
と
毯
々
楽
し
め
、

紋
葉
も
美
し
い
そ
う
で
す
。
今
年
は

根
元
傑
護
の
た
め
収
穫
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
来
年
以
隣
も
徐
々
に
植
栽
し

て
い
く
予
建
で
す
．

　
ま
た
、
八
月
か
ら
「
ば
…
ど
が
ー

で
ん
｝
で
温
泉
が
楽
し
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
．
牧
場
の
翫
㎜
門
蔚
の
冷

泉
を
引
い
て
き
た
も
の
で
キ
ャ
ン
プ

場
釈
用
麿
や
宿
泊
客
に
好
評
で
す
．

　　盤

　欝

　＄謬
嚢撚

蝶灘

嚇顎
綾轟1

難
、
騰
瓢

　
　
轍

嫌

灘藻

　
晒
膨

♂
瀕
　
κ
、

　
蝋
脳
瀞
　
　
　
淋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
甲

ブ
ル
ー
ベ
リ
…
園
で
作
業
す
る

農
業
撞
い
手
公
社
の
み
な
さ
ん

難
　
猟

胸

も
ち
ろ
ん
ど
な
た
で
も
楽
し
め
ま
す

の
で
、
電
翻
（
パ
ー
三
〇
五
五
〉
で

ご
確
認
の
上
ご
釈
増
く
だ
さ
い
。

第
騒
翻
郡
青
年
大
会

　
鴛
月
麟
欝
に
郡
簿
爺
大
会
が
松
之

山
町
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
大
会
は
、
郡
連
瓜
溺
奪
猶
が
霊
催

し
各
町
栂
持
ち
園
り
で
行
わ
れ
る
も

の
で
、
松
之
霞
町
で
の
闘
催
は
六
館

ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
競
技
種
目
は
，

勇
女
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
で
軟
式

野
球
に
つ
い
て
は
雨
の
た
め
轡
疵
と

な
つ
て
し
豪
い
ま
し
た
、

　
釜
地
で
欝
葎
繊
活
動
の
．
災
退
が
伝

え
ら
れ
る
中
、
選
墨
、
役
麟
総
勢
、

爺
名
を
越
え
る
著
暫
が
集
ま
り
、
優

勝
を
か
け
て
精
…
杯
力
を
ぶ
つ
け
て

い
ま
し
た
．
総
養
鰹
勝
は
安
塚
町
と

な
り
、
松
之
山
町
は
賜
位
で
し
た
．

灘1霧麟鷲響警
鍵毒撫緩
　　　　　　　郡内の霧奪たちが勢ぞろい

一
灘i難欝、酬

灘

　　霧　　獲蜜警
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松
高
生
十
五
名
が

　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ヘ

　
松
之
山
分
校
翻
凱
灘
十
周
年
記
念

箏
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
松
轟
龍
の

短
期
海
外
派
遣
が
行
わ
れ
、
七
月
｝
．

牽
揖
に
約
二
週
問
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
旅
行
へ
患
溌
し
ま
し
た
、

　
今
翻
の
参
燃
脅
は
、
　
、
葎
鰻
名
、

黒
奪
八
骸
、
三
俸
、
名
の
講
十
置
嶺

で
し
た
．
出
発
式
で
は
、
町
長
ら
が

出
鷹
し
「
籔
際
化
が
進
ん
で
い
る
中
、

魍
際
的
な
漸
え
方
を
学
ん
で
き
て
ほ

し
い
“
と
激
励
し
ま
し
た
．
ま
た
生

徒
た
ち
は
、
「
学
ん
で
く
る
以
上
に
人

と
の
磁
会
い
を
大
切
に
し
た
い
。
｝
と

抱
負
を
誌
っ
て
い
ま
し
た
、

　
今
園
の
体
験
報
密
は
、
牽
月
簿
に

摘
載
す
る
予
定
で
す
。
楽
し
み
に
し

て
い
て
く
だ
さ
い
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て

　
安
全
蓮
転
し
て
ね

　
七
月
．
影
六
獄
に
小
谷
地
内
に
あ

る
州
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
公
園
柘

に
お
い
て
交
通
安
全
協
会
に
よ
る
街

頭
指
導
所
が
醐
設
さ
れ
ま
し
た
．

　
こ
れ
は
、
む
弩
．
新
．
、
欝
よ
り
始

ま
っ
た
「
夏
の
交
通
事
故
防
丘
運
動
幅

の
、
簾
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

町
内
の
駐
蕪
さ
ん
や
女
性
交
通
指
尊

籔
そ
し
て
松
之
由
保
欝
携
の
圏
兜
の

皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
通
行
す
る
灘
を

止
め
て
運
藪
覆
に
交
通
安
全
と
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
著
用
を
呼
び
か
け
て
い

ま
し
た
．

　
園
兜
た
ち
は
、
こ
の
繕
の
た
め
に

墾
俘
り
の
酋
簸
り
を
、
人
一
人
が
運

転
潔
に
撃
渡
し
て
い
ま
し
た
。

園児たちが交通安全のお手伝い
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　　まつのやま

鶴照豊子さん

　（赤倉　ふるや）

　
鶴
田
さ
ん
は
、
央
の
趣
味
で
あ
る

キ
ノ
コ
狩
り
で
各
地
に
待
っ
て
い
ま

し
た
が
、
七
年
ほ
ど
購
に
「
大
厳
寺

禺
漂
キ
ノ
コ
ま
つ
り
幅
を
新
闘
で
難

り
、
参
触
し
た
の
が
松
之
由
町
と
の

出
会
い
で
し
た
．
松
之
由
の
人
の
対

応
は
、
褒
麟
的
な
接
し
方
で
は
な
く

類
り
合
い
の
よ
う
に
付
き
禽
っ
て
く

れ
た
の
が
好
邸
象
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
崩
れ
て
い
た
体
調
も
、
松
之
山
に

来
る
と
良
く
な
る
の
で
、
そ
れ
か
ら

薙
々
来
る
翻
数
が
増
え
て
い
き
、

す
っ
か
り
「
松
之
山
中
簿
幅
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
．

　
松
之
撫
町
に
住
む
決
断
を
し
た
の

は
、
こ
の
町
が
鶴
鐡
さ
ん
の
身
捧
に

あ
っ
て
い
る
と
お
も
っ
た
か
ら
で
、

実
襟
こ
こ
に
倹
ん
で
か
ら
死
気
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
知
り
禽
い
も
大

勢
で
き
、
皆
さ
ん
鶴
照
さ
ん
を
温
か

く
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
の
が
大
変

嬉
し
い
そ
う
で
す
。

　
鶴
磁
さ
ん
が
感
じ
て
い
る
松
之
山

町
の
良
い
点
は
、
麗
発
に
外
資
を
入

れ
な
い
で
乱
開
発
を
し
な
い
こ
と
で

す
。
来
だ
に
役
場
の
庁
禽
が
木
造
で

改
築
が
“
一
番
最
後
に
な
っ
て
い
る
行

政
姿
勢
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
、

　
逆
に
籔
に
な
る
点
は
、
女
性
が
褒

立
っ
て
出
て
こ
な
い
こ
と
で
す
．
夫

嫌
そ
ろ
っ
て
穂
か
に
参
舶
す
る
と
い

う
風
翌
が
無
い
よ
う
に
晃
え
衷
す
．

　
今
は
驚
の
こ
と
を
手
探
り
で
少
し

ず
つ
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
そ
う

で
す
．
兜
碍
地
難
の
行
事
で
ゴ
ミ
鎚

瑠
施
礁
を
晃
学
し
て
き
ま
し
た
が
、

行
政
で
も
そ
の
よ
う
な
機
会
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
と
鯖
望
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
鶴
照
さ
ん
は
、
霞
分
の

象
を
部
会
の
盤
濡
に
疲
れ
た
友
人
知

入
の
休
患
の
場
に
し
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
。
も
ち
ろ
ん
松
之
山
の
人
も

気
軽
に
審
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
家
に

し
た
い
そ
う
で
す
珍

赤
愈
　
鶴
鐙
さ
ん
の
良
宅
前
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民爺。暫⑳麗

　　高齢者ス：ポーツ六会

檬なわとび穴会

爾年大会

　　が行われました

わが家の人気者⑳

ゆうた

雄太ちゃん登場（2歳）

　高沢雄基・美枝さん長勇

　　　　　　（湯山・舶城〉

　家では、ギゆうた」と呼ばれて

います。僕は「お父さん、お母さ

ん3と呼んでいます、

　お父さんが俸ってくれた砂場

で遊んだり、ミニカーで遊ぶの

が好きです、好きな食べ物は、

ヂアンボ捧に「シシャモまです。

　簸近初めて海水浴に行ってき

ました．まだ一入では波にさら

われてしまうので、お父さんに

だっこしてもらって入りました。

海の水はとてもしょっばいこと

が分かりました。

1お母さんから一露1

　素薩で思いやりのある子に育っ

てほしいです．

霊O

饗

　｝葉単

“』

寳
醐
齢
巻
ス
ポ
妻
ツ
大
会

　
七
月
牽
隠
撮
に
、
剛
齢
蓄
ス
ポ
…
ツ

大
会
が
町
民
体
脊
館
で
行
わ
れ
藻
し

た
．　
こ
の
大
会
は
町
内
煮
地
鼠
対
魏
で

行
わ
れ
る
も
の
で
、
滋
碍
は
港
人
ク

ラ
ブ
に
舶
入
さ
れ
て
い
る
六
牽
歳
以

上
の
方
が
選
手
で
参
加
さ
れ
、
総
勢

も
：
溝
人
を
越
え
ま
し
た
．

　
墾
わ
れ
た
競
技
種
擦
は
、
「
タ
ル
転

が
し
漏
「
ボ
ー
ル
送
り
』
「
輪
投
げ
篇

「
ス
リ
ッ
パ
飛
ば
し
凱
ソ
フ
ト
ボ
ー

リ
ン
グ
漏
「
鷲
八
れ
偏
「
ボ
ー
ル
運
び
婦

で
皆
さ
ん
一
駕
懸
命
に
競
技
に
参
筋

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ど
の
競
技
も
体
力
と
い
う
よ
り
も

技
術
が
要
求
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、

内
容
も
色
々
趣
陶
が
凝
ら
し
て
あ
り

ま
し
た
．
総
合
鰻
勝
は
、
獅
川
地
区

の
皆
さ
ん
で
し
た
。

長
な
わ
と
び
大
会

　
七
月
、
、
β
に
町
民
体
膏
餓
に
お
い

て
長
な
わ
と
び
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
．
参
撫
チ
ー
ム
は
全
部
で
セ
ニ

チ
ー
ム
で
、
優
勝
チ
…
ム
は
、
松
之

由
小
学
校
の
五
年
銚
で
編
成
さ
れ
た

「
さ
わ
や
か
チ
…
ム
恥
で
し
た
。
　
縄

録
は
ヒ
牽
七
瞬
飛
び
ま
し
た
。
や
は

り
、
体
の
軽
し
罫
ど
も
の
方
が
欝
利

な
よ
う
で
す
。

大
厳
寺
高
原
に

「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
」
が

　
　
　
　
　
　
　
誕
生

　
県
の
補
助
禽
を
受
け
「
ば
ー
ど

が
ー
で
ん
娠
の
鹸
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
、
田
。
．
↑
塞
が
植
栽
さ
れ
ま
し
た
．

こ
れ
は
、
華
地
の
縄
溝
期
と
大
磁
寺

Σ
簾
の
濡
性
化
の
た
め
に
（
財
）
農

業
撫
い
墨
公
祇
が
行
う
も
の
で
す
．

　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
七
月
か
ら
約
慧

力
爆
間
収
穰
が
で
き
、
盤
食
、
ジ
ャ

ム
、
ジ
ュ
ー
ス
に
と
毯
々
楽
し
め
、

紋
葉
も
美
し
い
そ
う
で
す
。
今
年
は

根
元
傑
護
の
た
め
収
穫
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
来
年
以
隣
も
徐
々
に
植
栽
し

て
い
く
予
建
で
す
．

　
ま
た
、
八
月
か
ら
「
ば
…
ど
が
ー

で
ん
｝
で
温
泉
が
楽
し
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
．
牧
場
の
翫
㎜
門
蔚
の
冷

泉
を
引
い
て
き
た
も
の
で
キ
ャ
ン
プ

場
釈
用
麿
や
宿
泊
客
に
好
評
で
す
．

　　盤

　欝

　＄謬
嚢撚
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猟
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で
も
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で
、
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ー
三
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五
五
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で

ご
確
認
の
上
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釈
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だ
さ
い
。

第
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翻
郡
青
年
大
会

　
鴛
月
麟
欝
に
郡
簿
爺
大
会
が
松
之

山
町
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
大
会
は
、
郡
連
瓜
溺
奪
猶
が
霊
催

し
各
町
栂
持
ち
園
り
で
行
わ
れ
る
も

の
で
、
松
之
霞
町
で
の
闘
催
は
六
館

ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
競
技
種
目
は
，

勇
女
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
で
軟
式

野
球
に
つ
い
て
は
雨
の
た
め
轡
疵
と

な
つ
て
し
豪
い
ま
し
た
、

　
釜
地
で
欝
葎
繊
活
動
の
．
災
退
が
伝

え
ら
れ
る
中
、
選
墨
、
役
麟
総
勢
、

爺
名
を
越
え
る
著
暫
が
集
ま
り
、
優

勝
を
か
け
て
精
…
杯
力
を
ぶ
つ
け
て

い
ま
し
た
．
総
養
鰹
勝
は
安
塚
町
と

な
り
、
松
之
山
町
は
賜
位
で
し
た
．
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翻
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、
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の
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派
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行
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に
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二
週
問
の
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行
へ
患
溌
し
ま
し
た
、

　
今
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の
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を
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ま
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た
、

　
今
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の
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は
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月
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に
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る
予
定
で
す
。
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み
に
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だ
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。
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ね

　
七
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六
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に
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に
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設
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事
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と
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も
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で
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て
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の
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の
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を
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に
交
通
安
全
と
シ
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ル
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呼
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て
い

ま
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た
．

　
園
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た
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こ
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に

墾
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り
の
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り
を
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一
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が
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饗し◎Ψ繕

　　まつのやま

鶴照豊子さん

　（赤倉　ふるや）

　
鶴
田
さ
ん
は
、
央
の
趣
味
で
あ
る

キ
ノ
コ
狩
り
で
各
地
に
待
っ
て
い
ま

し
た
が
、
七
年
ほ
ど
購
に
「
大
厳
寺

禺
漂
キ
ノ
コ
ま
つ
り
幅
を
新
闘
で
難

り
、
参
触
し
た
の
が
松
之
由
町
と
の

出
会
い
で
し
た
．
松
之
由
の
人
の
対

応
は
、
褒
麟
的
な
接
し
方
で
は
な
く

類
り
合
い
の
よ
う
に
付
き
禽
っ
て
く

れ
た
の
が
好
邸
象
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
崩
れ
て
い
た
体
調
も
、
松
之
山
に

来
る
と
良
く
な
る
の
で
、
そ
れ
か
ら

薙
々
来
る
翻
数
が
増
え
て
い
き
、

す
っ
か
り
「
松
之
山
中
簿
幅
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
．

　
松
之
撫
町
に
住
む
決
断
を
し
た
の

は
、
こ
の
町
が
鶴
鐡
さ
ん
の
身
捧
に

あ
っ
て
い
る
と
お
も
っ
た
か
ら
で
、

実
襟
こ
こ
に
倹
ん
で
か
ら
死
気
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
知
り
禽
い
も
大

勢
で
き
、
皆
さ
ん
鶴
照
さ
ん
を
温
か

く
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
の
が
大
変

嬉
し
い
そ
う
で
す
。

　
鶴
磁
さ
ん
が
感
じ
て
い
る
松
之
山

町
の
良
い
点
は
、
麗
発
に
外
資
を
入

れ
な
い
で
乱
開
発
を
し
な
い
こ
と
で

す
。
来
だ
に
役
場
の
庁
禽
が
木
造
で

改
築
が
“
一
番
最
後
に
な
っ
て
い
る
行

政
姿
勢
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
、

　
逆
に
籔
に
な
る
点
は
、
女
性
が
褒

立
っ
て
出
て
こ
な
い
こ
と
で
す
．
夫

嫌
そ
ろ
っ
て
穂
か
に
参
舶
す
る
と
い

う
風
翌
が
無
い
よ
う
に
晃
え
衷
す
．

　
今
は
驚
の
こ
と
を
手
探
り
で
少
し

ず
つ
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
そ
う

で
す
．
兜
碍
地
難
の
行
事
で
ゴ
ミ
鎚

瑠
施
礁
を
晃
学
し
て
き
ま
し
た
が
、

行
政
で
も
そ
の
よ
う
な
機
会
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
と
鯖
望
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
鶴
照
さ
ん
は
、
霞
分
の

象
を
部
会
の
盤
濡
に
疲
れ
た
友
人
知

入
の
休
患
の
場
に
し
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
。
も
ち
ろ
ん
松
之
山
の
人
も

気
軽
に
審
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
家
に

し
た
い
そ
う
で
す
珍

赤
愈
　
鶴
鐙
さ
ん
の
良
宅
前
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公募作品展・303名の参簾申し込み

　来葎夏闘催のぎ大地の芸術祭」では、粥鴨する作家に

よる修轟ぴ）ほか、籔く作繍デザインを募集する公募部門

を設けてい蒙す．4月から6月にかけて公募作磁展への参

糠春を寡ったところ、全麟各地から豪んべんなく簿募が

あり、リトアニア、イギリスなど海外からも愈めて3｛）3

名〈欝グループを奮む〉から参撫麟し込みをいただきま

した．

　そして、7月後半から8月蔚楽にかけて、参撫礁し込

みされた方から薩接理地を見てもらうためヂ公募ポイン

ト現地説萌会壽を4麟購催し、公募の場勝に関わる地域

の方々とパーティー一で交換しました．

　　　　　　　　　　　公藝地点は、各市町村王力勝

松
之
出
温
泉
駐
車
場
に
て
環
地
説
競
会

ずつで、径三俸贔が設置されま

すので、単純誹算で競争倍率

は昏0嬉です．牽賛町市はヂ下

条神明水辺公園とその周辺達

趨海町はヂ綴鱈ステージ・籔

黒城連絡遵3津購町はギマウ

ンテンパーク・漉周辺ま中難

柑はギ照厩の趨漂3松代町は

「松代ステージ」松之磁時は

ギ松之由潟泉街入鷺の駐庫

場・法蜘が公募地点なりま

す、

　今後は鍵月末までに作赫のデザイン讃醐が提患され、

蓬2月下旬に予備審壷（30作赫に絞るため）来年1月申

旬に公闘審奮で当選6点が決定し、2肩～7月に作繍鋼

作、大地の芸備祭鶏問中に大賞王点（賞金30（）万il秘が

決まることになて）ています．

耀俣正作品制作（松之由ステージ〉

　20（）0俸の火地の接衛祭に満けて、松之山ステージでは

a本入芸術家の撫俣琵さんが森の舞台に律繍づくりを行

います、

　その婚めとして、7月6雛～焉鷺までの憩欝聞、擬

俣さんとボランティアの大学焦ら約2（）名が松之由町を

訪れ、中学校の欝篠舎で幾炊盗港をしながら、理地叢彗作

が行われました．絹俣さんぴ）作鵡づくりは、長期的な讃

翻で像毘竜）念めた親地ワーグショップ形式で行われます。

霊3

理場小屋をつくる綴俣疋さんとワークシ繋ヅプ

参撫者

舞葎！カ月理地に滞荏し、ワークショップ参燃轡と環地

で考えながら調作していきます。今懸の税地鯛作では、

これからの方陶姓の基礎國めとこれから長く続けるため

の準備も含め、その基点となる場所（遊歩道と凋場作業

小屋）の設営が行われ濠した、

　遊歩道は地域にあるブナの薦伐材を使矯し、水醗のあ

ぜ道に3カ所設置されました。参撫したボランティアは、

縷れない昏…業に芦惑いながらも上手に道異を痩い、lll俣

さんの指奪のもと連欝遅くまで痒業や打ち含わせを続け

ていました．また、滞窪中、地域往跳との交流会が雛か

れ、お瀬や地元料理を霞んで楽しいひとときを遍ごしま

した、今後、第2働ワークショップが憩月以降にも予定

されており、今團設営された親場作業小麗を基点に境地

製揮を行うほか、町内にある廃屡の整備の提案などを

行っていくことになっています．

　大地の芸衛祭・溝ランティアスタツフを募集

　越後i妻腐大地の芸衛祭輿行委籔会では、20㊤0錯7月か

ら9月のゼ大地の芸徳祭・越後妻欝アート緯タエンナー

レ2000」闘催に薩鰺、檬妻な場藪で事業を支援していた

だく溝ランティアスタッフ壱寡集して鼻裏す。

作家サポート環うン鋳イア

　大地の芸徳祭に参撫塗る礁家の礁麟麟俸活動を纏癒く

手縁ってもらう溝ラン溌イアでず．

記録撮影潔ランティア

　今薙の撮影も奮めて、事業の様子を写轟・ビデオで記

録する溝ラン舜イアです。

芸徳祭運営潔ランティア

　大地の芸衛祭聡縫串、事業の運営などゑお手』伝恥いた

だくボランティアです。

お悶い合せ先

　十賃町地域法域事務紹倉企爾振興諜

　　　　　　丁…iilL　　O257－57－2637

　　　　　　FAX　O257－57－2285

一一一松之山生涯学習だより

　　　　　念◎

　　　　　　3ゆ譲
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郡
内
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
が
参
触

し
輿
球
を
追
い
ま
す
。
松
之
由
ジ
ュ

ニ
ア
も
優
勝
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
り

ま
す
．

▼
期
欝
　
8
月
2
2
撮
（
鷺
）

　
燦
濡
の
中
に
ハ
…
ブ
を
取
り
入
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
古

志
の
羅
フ
ァ
…
ム
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン

を
視
察
し
、
ハ
ー
ブ
に
つ
い
て
学
び

ま
す
．

▼
期
鷺
　
8
月
2
2
鷺
〈
縫
〉

▼
時
闘
　
麹
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

　
　
　
　
午
餉
8
時
出
発

▼
場
所
　
長
岡
帯
（
古
志
の
羅
フ
ァ

　
　
　
　
…
ム
〉

　
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
「
歴
史
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訪
脇
と
合
わ
せ
て
、
糸
魚
摂
畜
の
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設
や
史
跡
を
バ
ス
視
察
し
ま
す
。

▼
期
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8
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2
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（
金
）
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時
3
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～
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自
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集
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9
月
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ニ
コ
ニ
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大
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寺
腐
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に
楽
し
い
バ
ス
ハ
イ
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す
。

さ
あ
皆
さ
ん
お
や
つ
を
縛
っ
て
趨
か

け
ま
し
ょ
う
．
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～
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ボ
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沼
頃
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習
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鍛
え
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チ
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ワ
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し
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上
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郡
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千璽眼
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あなたの手のひら

子どもに聞かせる1ヨ本の民話

おしゃれになるにはコツがある

モニカの真実

スプー一ト』ニクの恋人

介護繰険の利馬法がわかる本

やさしい憲薯去
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上川孚歌舞伎を町無形文化財に指定

　上規手歌舞伎保存会は、昭秘57年に発是し技衛の肉

上、数々の公演を重ね近年大きな会場での公演経験をし

ました．尚、平成捻年には全蟹地芝屡サミットが松之

由において闘催されることが決定しており、今その公演

に肉けて頑張っています．

平成慧年6月29日　跨文化財調嶽審議委員会が答串

平成1i年7月議臼　松之山町教畜委貴会で決定

婁2

1
㊤
⑩
㊤
1
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翻で像毘竜）念めた親地ワーグショップ形式で行われます。
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で考えながら調作していきます。今懸の税地鯛作では、
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小屋）の設営が行われ濠した、

　遊歩道は地域にあるブナの薦伐材を使矯し、水醗のあ

ぜ道に3カ所設置されました。参撫したボランティアは、

縷れない昏…業に芦惑いながらも上手に道異を痩い、lll俣

さんの指奪のもと連欝遅くまで痒業や打ち含わせを続け

ていました．また、滞窪中、地域往跳との交流会が雛か

れ、お瀬や地元料理を霞んで楽しいひとときを遍ごしま

した、今後、第2働ワークショップが憩月以降にも予定

されており、今團設営された親場作業小麗を基点に境地

製揮を行うほか、町内にある廃屡の整備の提案などを

行っていくことになっています．

　大地の芸衛祭・溝ランティアスタツフを募集

　越後i妻腐大地の芸衛祭輿行委籔会では、20㊤0錯7月か

ら9月のゼ大地の芸徳祭・越後妻欝アート緯タエンナー

レ2000」闘催に薩鰺、檬妻な場藪で事業を支援していた

だく溝ランティアスタッフ壱寡集して鼻裏す。

作家サポート環うン鋳イア

　大地の芸徳祭に参撫塗る礁家の礁麟麟俸活動を纏癒く

手縁ってもらう溝ラン溌イアでず．

記録撮影潔ランティア

　今薙の撮影も奮めて、事業の様子を写轟・ビデオで記

録する溝ラン舜イアです。

芸徳祭運営潔ランティア

　大地の芸衛祭聡縫串、事業の運営などゑお手』伝恥いた

だくボランティアです。

お悶い合せ先

　十賃町地域法域事務紹倉企爾振興諜

　　　　　　丁…iilL　　O257－57－2637

　　　　　　FAX　O257－57－2285

一一一松之山生涯学習だより

　　　　　念◎

　　　　　　3ゆ譲

ゆとりくん

り
一
E
示

琶
笏

　
、
、
ノ

り
ハ、、 ら

“

No．63公民館　費6－2265一一

　
郡
内
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
が
参
触

し
輿
球
を
追
い
ま
す
。
松
之
由
ジ
ュ

ニ
ア
も
優
勝
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
り

ま
す
．

▼
期
欝
　
8
月
2
2
撮
（
鷺
）

　
燦
濡
の
中
に
ハ
…
ブ
を
取
り
入
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
古

志
の
羅
フ
ァ
…
ム
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン

を
視
察
し
、
ハ
ー
ブ
に
つ
い
て
学
び

ま
す
．

▼
期
鷺
　
8
月
2
2
鷺
〈
縫
〉

▼
時
闘
　
麹
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

　
　
　
　
午
餉
8
時
出
発

▼
場
所
　
長
岡
帯
（
古
志
の
羅
フ
ァ

　
　
　
　
…
ム
〉

　
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
「
歴
史
探

訪
脇
と
合
わ
せ
て
、
糸
魚
摂
畜
の
施

設
や
史
跡
を
バ
ス
視
察
し
ま
す
。

▼
期
鷺
8
月
2
0
欝
（
金
）

▼
時
闘
　
午
鹸
8
時
3
0
分
～

▼
場
、
駈
　
自
然
休
養
討
セ
ン
タ
三
に

　
　
　
　
集
合

　
9
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
察
は
、
大
厳

寺
腐
原
に
楽
し
い
バ
ス
ハ
イ
ク
で
す
。

さ
あ
皆
さ
ん
お
や
つ
を
縛
っ
て
趨
か

け
ま
し
ょ
う
．

▼
期
鷺
　
9
月
8
研
（
水
）

▼
時
問
　
午
餉
9
時
～
n
時

▼
場
醗
　
休
養
栂
セ
、
ノ
タ
ー
集
合

　
慣
舗
の
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
。

沼
頃
の
練
習
で
鍛
え
た
技
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
存
分
に
発
揮
し
て
く
だ
さ

い
。
上
繍
入
賞
潔
は
秋
の
郡
大
会
（
浦

趨
、
原
村
）
に
磁
場
し
ま
す
．

▼
期
臼
8
月
2
6
a
宋
）

▼
時
闘
午
蔚
8
跨
3
0
分

▼
場
所
　
欝
堤
グ
ラ
ウ
ン
ド

事
業
内
容

　
　
8
／
給
～
9
／
絡

㎜
陶
芸
教
室

一

［
　
　
　
　
　
　
　
…
｝
…

　
士
の
こ
ね
方
や
成
型
の
仕
方
な
ど

作
陶
の
基
礎
技
術
を
楽
し
く
学
び
ま

し
ょ
う
．

▼
期
鷺
　
8
眉
麗
員
（
火
）

▼
聴
間
　
午
後
6
蒋
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
9
時
30
分

▼
場
所
　
霞
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

▼
講
師
嵩
野
済
一
郎
（
能
生
町
立

　
　
　
　
中
能
銚
小
学
校
教
頭
）

r

新しく入った公民館図書

し

千璽眼

明iヨは鶴段釈

バザーならおまかせ

あなたの手のひら

子どもに聞かせる1ヨ本の民話

おしゃれになるにはコツがある

モニカの真実

スプー一ト』ニクの恋人

介護繰険の利馬法がわかる本

やさしい憲薯去

やさいぎらいのガジガシくん

えがおときどき涙

コモリおじさんの地球のはなし

　　　　　松岡圭祐

　　　　　片岡鶴太郎

　　　　　文化患版

　　　　　墨野蜜弘

　　　　　大川　悦生

　　　　　横森美奈子

アンドリュー・モートン

ウルトラマンガイヤのひみつ大葎科

まちんと

村上春樹

樋口恵子

陶井　久子

輿木文絵

シリーズ人間取材班

　　　小森長生
il：1谷ブロダクション

　　　松谷みよ子

▼
場
所
　
安
塚
驚

　
天
水
越
綴
身
の
佐
藤
シ
サ
さ
ん
か

ら
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
浮
撹
絵
収

集
晶
を
展
承
い
た
し
ま
す
．
墨
非
王

度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
期
撚
　
8
月
U
漏
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
縫
（
弩
）

▽
場
漸
　
松
之
山
郷
民
俗
資
料
館

民
俗
資
料
館

夏
季
特
別
展
示
会

　
浮
穫
絵
展

上川孚歌舞伎を町無形文化財に指定

　上規手歌舞伎保存会は、昭秘57年に発是し技衛の肉

上、数々の公演を重ね近年大きな会場での公演経験をし

ました．尚、平成捻年には全蟹地芝屡サミットが松之

由において闘催されることが決定しており、今その公演

に肉けて頑張っています．

平成慧年6月29日　跨文化財調嶽審議委員会が答串

平成1i年7月議臼　松之山町教畜委貴会で決定
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1
卜
Φ
㊤
1

お知らせ
一

牽公之薙．」斑1重憂場　 f窒6－3箋．3i

脚
翻
辮
擁

　
あ
な
た
も
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
で
専

門
的
職
業
能
力
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん

か
。
詳
し
く
は
テ
ク
ノ
ス
ク
…
ル
ヘ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

募
集
秘
（
蕎
校
挙
業
毒
対
象
）

　
趨
動
棄
整
備
科

　
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科

　
O
A
事
務
科

　
ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科

推
薦
選
考

①
受
付
　
9
月
欝
鷺
～
2
9
繍

②
試
験
鷺
　
紛
月
瑠
鷺

騨
般
選
考

①
受
付
　
鐙
月
雄
顕
～
2
9
沼

②
試
験
黛
　
且
月
鶏
揖

入
校
説
明
会
β
程

　
7
月
雛
欝
・
2
2
縫

　
8
月
欝
β
・
2
0
撫

都
合
の
良
い
β
に
ご
参
搬
く
だ
さ
い
。

お
問
い
含
わ
せ

上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

脅
0
2
5
5
－
4
5
－
2
1
9
0

生
涯
学
翌
通
儒
講
座
で

自
己
を
高
め
る
学
翌
を

　
通
信
教
欝
一
筋
に
鵠
年
の
撫
導
経

験
を
霧
す
る
N
鷺
K
学
園
で
は
、
放

送
番
組
づ
く
り
の
孚
法
を
活
か
し
た

学
習
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
多
く
の
坐
涯

学
習
講
座
を
調
設
し
て
い
ま
す
。

　
い
ま
人
気
の
講
座
は
「
僻
句
」
瞥
絵

手
紙
“
「
ス
ケ
ッ
チ
㌫
「
バ
ソ
コ
ン
偏

な
ど
の
講
座
で
す
。

　
受
講
の
串
込
み
は
随
蒔
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
自
己

を
嵩
め
る
講
座
に
挑
戦
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
．

案
内
書
串
込
み

ぞ
1
8
6
－
8
0
0
三

　
東
窟
都
園
立
市
窟
士
見
禽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
臼
…
3
6

　
　
翼
冠
K
学
園
　
8
E
O
1
係

　
費
0
4
2
－
5
7
2
－
3
1
5
三

　
ハ
ガ
キ
に
一
人
一
句
と
し
、
郵
便

　
番
簿
、
控
勝
、
既
名
（
ふ
り
が
な

　
を
つ
け
る
）
、
電
翻
番
簿
、
年
齢
、

　
職
業
を
記
載
す
る
。

作
品
送
付
先

　
〒
1
1
2
－
0
0
0
4

　
東
承
都
文
憲
区
後
楽
王
…
7
…
鷲

　
　
林
友
ビ
ル
6
登

　
　
　
　
財
醸
法
入
　
林
野
弘
済
会

　
脅
0
3
－
3
8
1
6
－
2
4
7
1

詳
し
く
は
町
建
設
諜
林
業
係
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
．

明るい選挙の実現を

　公職選挙法改正により、政絵家は冠婚

葬祭など段常的なつきあいとして一般

的に行われている寄付であってもでき

なくなりましたので、政治に携わる人は

もちろんのこと、有権麿蒙人ひとりが認

識を高め盧覚することが必要です。

　くれぐれも、安易な気持ちで政給家か

ら寄繕を求めようとしてはいけません。

ヂ贈らない、求めない、受け取らない濠

の三ない溢義をモットーに、選挙の隣に

限らず、8贋からお金のかからない明る

い選挙の推進に心がけましょう．

」
　　　　　　　　　㎜　　　　　　　　㎜　　　　　　　『㎜　　　　　　｛　　　　　｝櫛　　　一｝㎜｝

国
土
緑
化
の

標
語
の
募
集
に
つ
い
て

　
園
土
緑
化
運
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

緑
化
に
㎜
醐
す
る
ポ
ス
タ
ー
等
に
硬
用

す
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

標
語
の
内
容

①
簡
灘
で
需
い
や
す
く
、
圏
土
緑
化

　
の
恵
昧
を
表
し
、
植
樹
及
び
森
林
・

　
樹
木
の
保
護
・
脅
成
ま
た
は
聚
境

　
緑
化
慧
欲
の
蕩
め
る
も
の
で
あ
る

　
こ
と
．

②
単
成
稔
年
は
、
綱
烹
緑
化
運
動
5
0

　
周
年
に
当
た
る
の
で
、
こ
の
趣
躊

　
を
ふ
ま
え
て
お
微
紀
の
緑
化
運

動
を
め
ざ
し
た
内
容
で
あ
る
こ
と
．

③
創
作
に
眼
る
こ
と
。

旛
募
要
領

　
用
紙
・
様
式
は
霞
醗
。
応
舞
撫
最

　
に
は
往
漸
、
氏
名
、
職
業
ハ
ま
た

轟　校　　皐　業　等
葬集種目 資　　　格 受付潮問 試験澱α次／ 待遇等
防
衛
大
学
校
学
生

推薦

（男・女）

轟挙（見込）2王歳
未満の煮蕎等学校

長の推薦等、甥途

資格が必要

9月6黛

　～
9月王0段

9月ユ8薮

　～

　19段

修轍醸4葎
卒業後三年で3

等陸・海・窪樹
…般
（男・女〉

蕎楽（見込〉2三歳
釆満の蓄

9月14繕

　～
玉0瓢3段

1工月玉3欝

　～
　王4費

防衛医科大学
校学生
（男・女〉

高卒（見込〉

21歳未満の毒

9月玉4目

　～
王0月i3濤

慧月6翰

　～
　7賛

修学年限6年
医舗免許取得後
2尉

麿護学生

（女子のみ〉

商卒（見込み〉

21歳未満の女子

9月王4段

　～
玉0月13日

ま0月28撮
修学年限3年

灘購毯

妻4

山
火
事
予
防
の

標
語
募
集
に
つ
い
て

　
（
財
）
林
野
弘
済
会
で
由
火
事
予
防

の
標
語
募
集
を
し
て
い
ま
す
．
山
火

事
の
恐
ろ
し
さ
や
そ
の
予
防
、
森
林

資
源
の
育
成
等
を
呼
び
か
け
る
も
の

を
次
に
よ
り
応
幕
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　　　　　　　防衛庁学生募集中

　防衛庁では次のとおり各種学生を募集しています。

お問い合わせ

　自衛隊新潟地方連絡部高穣募集事務断

　鷲警0255－23－55王9

　募集項目・志願票（願書〉・パンフレット等あります。

　
は
学
校
、
学
年
）
を
明
記
の
こ
と
。

提
鐵
期
眠
・
提
出
先

　
平
成
難
年
9
月
6
磁

　
町
役
場
建
設
諜

表
彰
　
特
選
及
び
入
選
奢
に
は
、
圏
土
緑

　
化
推
進
機
構
理
事
長
賞
（
賞
状
及

　
び
翻
賞
）
を
贈
墨
す
る
。

お
闘
い
合
わ
せ

　
町
建
設
諜
林
業
係

　
　
　
倣
6
－
3
三
3
5

年
金
相
談
会
の

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
國
鋭
年
金
翻
度
、
圏
渓
年
金
保
険

料
や
厚
盤
年
金
の
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
ど
ん
な
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
ま

た
、
す
で
に
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る

方
も
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
相
談
会
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

β
時

　
8
月
3
0
9
（
月
）

　
午
萬
を
0
時
～
午
後
3
時

場
漸
　
時
役
場
会
議
蜜

　
　
　
　
　
　
町
総
務
諜
往
民
係

「
児
童
扶
養
手
当
」

「
特
刷
発
童
扶
養
手
盛
」
を

受
給
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

　
現
溌
煽
・
所
得
状
濁
届
は
8
月
U

か
ら
9
月
鎗
鷺
ま
で
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
お
畢
め
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
提
鵡
が
な
い
と
手
当
の
支
給
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
町
総
務
諜
住
民
係

繹難欝
灘………繋麩

ワ
峯
ク
シ
滋
ッ
プ
と
は

　
参
撫
讐
が
業
匿
討
議
じ
だ
の
、
税

場
を
見
慈
疹
骸
な
が
ら
、
協
働
穣
業

の
榊
で
驚
づ
く
疹
な
ど
の
提
案
を
譲

と
め
る
も
の
。
緬
値
観
が
多
様
化
寧

る
継
会
で
、
意
欲
の
あ
る
入
が
霞
慮

に
参
茄
で
き
、
盤
風
、
行
政
、
専
闘

家
が
よ
の
撲
碕
関
係
の
幽
響
驚
づ
く

拶
を
進
め
る
蓬
と
が
餐
き
る
霧
効
な

黍
法
で
ず
。

村
山
清
一
さ
ん
よ
り

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
寄
贈

　
自
根
市
筏
住
の
麓
撫
濤
一
さ
ん

（
松
之
山
磁
身
〉
よ
り
石
漉
ス
ト
ー

ブ
・
ブ
ル
ヒ
ー
タ
ー
を
m
禽
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
冬
に
両
か
い
町
の
公
共

施
設
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

　　　悔く
　　　、一　　i燃1　　　し
　　　　つ
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シリーズ広域瓜報⑰

東頸城
　ふるさと晃て渉記＞

夏休みの一臼は安塚で決ま曇以ノ

　サマーイベント
　　ー“ぐるり安塚小さな旅～

　
安
塚
町
全
体
が
丸
ご
と
イ
ベ
ン
ト

芸
術
館
と
な
る
夏
の
企
顧
も
今
年
で

黒
年
目
。
今
年
は
イ
ベ
ン
ト
期
間
が

八
月
七
臼
～
二
十
二
旧
の
十
六
鷺
闘

観る

会　　場 内　　容 期　闘

雪だる灘謙騰の渤 f朋灘一座公演 8／ま～29

キュービットバレイ
赫家木久蔵ふるさと絵

麟展
8■ユ4

安塚町罠会館・i郷A
小黒支甥・キューピッ

トバレイ

第2無ゆきの麟暇藏庫

美衛展
8／7～21

まちかど美徳展 8／7～2玉

遊ぶ

と
窺
い
で
す
が
、
催
し
は
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。
一
鋸
で
は
遊
び
切
れ
な

安
塚
の
夏
休
み
。
来
な
き
ゃ
損
す
る

こ
と
講
け
舎
い
で
す
。

　
町
内
昏
地
の
施
設
や
…
般
の
毒

庫
・
土
蔵
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
大
変
身
。

橡
々
な
文
化
的
企
爾
展
も
闘
催
し
ま

す
。
オ
ー
プ
ン
牽
周
奪
の
キ
ュ
ー

ピ
ッ
ト
バ
レ
イ
で
は
「
露
だ
る
ま
蕎

陳
』
誕
生
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
楽
し
め

ま
す
、

　
林
家
木
久
蔵
師
獲
も
「
安
塚
町
に

笑
点
を
し
ぼ
っ
て
参
り
ま
す
』
。

▼
お
悶
い
合
わ
せ

　
安
塚
町
観
光
協
会

　
　
　
　
　
僧
2
－
2
4
3
0

　
役
場
零
の
ま
ち
総
合
諜

　
　
　
　
　
僧
2
－
2
0
0
3

キューピットバレイ 季嫁木久蔵講演会 8／玉4

キュービッドバレイ 大盆踊り大会 8／翌4

安塚町町民会館 やすづか商業元気まつり 8／6～8

雲だるま蕩療スケッチ

次会
8／7

食べる

キュービットバレイ
周蜜測・一ク＆ランチ

バーテで一 8／22

キューピットバレイ 木久蔵ラーメン 8／7～21

町内飲食窟 わが店の殊自慢 8／7～22

Aコーブ安塚癬
ふるさとやすづか五穀

豊穣祭
呂／13
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卜
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お知らせ
一

牽公之薙．」斑1重憂場　 f窒6－3箋．3i

脚
翻
辮
擁

　
あ
な
た
も
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
で
専

門
的
職
業
能
力
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん

か
。
詳
し
く
は
テ
ク
ノ
ス
ク
…
ル
ヘ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

募
集
秘
（
蕎
校
挙
業
毒
対
象
）

　
趨
動
棄
整
備
科

　
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科

　
O
A
事
務
科

　
ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科

推
薦
選
考

①
受
付
　
9
月
欝
鷺
～
2
9
繍

②
試
験
鷺
　
紛
月
瑠
鷺

騨
般
選
考

①
受
付
　
鐙
月
雄
顕
～
2
9
沼

②
試
験
黛
　
且
月
鶏
揖

入
校
説
明
会
β
程

　
7
月
雛
欝
・
2
2
縫

　
8
月
欝
β
・
2
0
撫

都
合
の
良
い
β
に
ご
参
搬
く
だ
さ
い
。

お
問
い
含
わ
せ

上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

脅
0
2
5
5
－
4
5
－
2
1
9
0

生
涯
学
翌
通
儒
講
座
で

自
己
を
高
め
る
学
翌
を

　
通
信
教
欝
一
筋
に
鵠
年
の
撫
導
経

験
を
霧
す
る
N
鷺
K
学
園
で
は
、
放

送
番
組
づ
く
り
の
孚
法
を
活
か
し
た

学
習
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
多
く
の
坐
涯

学
習
講
座
を
調
設
し
て
い
ま
す
。

　
い
ま
人
気
の
講
座
は
「
僻
句
」
瞥
絵

手
紙
“
「
ス
ケ
ッ
チ
㌫
「
バ
ソ
コ
ン
偏

な
ど
の
講
座
で
す
。

　
受
講
の
串
込
み
は
随
蒔
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
自
己

を
嵩
め
る
講
座
に
挑
戦
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
．

案
内
書
串
込
み

ぞ
1
8
6
－
8
0
0
三

　
東
窟
都
園
立
市
窟
士
見
禽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
臼
…
3
6

　
　
翼
冠
K
学
園
　
8
E
O
1
係

　
費
0
4
2
－
5
7
2
－
3
1
5
三

　
ハ
ガ
キ
に
一
人
一
句
と
し
、
郵
便

　
番
簿
、
控
勝
、
既
名
（
ふ
り
が
な

　
を
つ
け
る
）
、
電
翻
番
簿
、
年
齢
、

　
職
業
を
記
載
す
る
。

作
品
送
付
先

　
〒
1
1
2
－
0
0
0
4

　
東
承
都
文
憲
区
後
楽
王
…
7
…
鷲

　
　
林
友
ビ
ル
6
登

　
　
　
　
財
醸
法
入
　
林
野
弘
済
会

　
脅
0
3
－
3
8
1
6
－
2
4
7
1

詳
し
く
は
町
建
設
諜
林
業
係
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
．

明るい選挙の実現を

　公職選挙法改正により、政絵家は冠婚

葬祭など段常的なつきあいとして一般

的に行われている寄付であってもでき

なくなりましたので、政治に携わる人は

もちろんのこと、有権麿蒙人ひとりが認

識を高め盧覚することが必要です。

　くれぐれも、安易な気持ちで政給家か

ら寄繕を求めようとしてはいけません。

ヂ贈らない、求めない、受け取らない濠

の三ない溢義をモットーに、選挙の隣に

限らず、8贋からお金のかからない明る

い選挙の推進に心がけましょう．

」
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国
土
緑
化
の

標
語
の
募
集
に
つ
い
て

　
園
土
緑
化
運
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

緑
化
に
㎜
醐
す
る
ポ
ス
タ
ー
等
に
硬
用

す
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

標
語
の
内
容

①
簡
灘
で
需
い
や
す
く
、
圏
土
緑
化

　
の
恵
昧
を
表
し
、
植
樹
及
び
森
林
・

　
樹
木
の
保
護
・
脅
成
ま
た
は
聚
境

　
緑
化
慧
欲
の
蕩
め
る
も
の
で
あ
る

　
こ
と
．

②
単
成
稔
年
は
、
綱
烹
緑
化
運
動
5
0

　
周
年
に
当
た
る
の
で
、
こ
の
趣
躊

　
を
ふ
ま
え
て
お
微
紀
の
緑
化
運

動
を
め
ざ
し
た
内
容
で
あ
る
こ
と
．

③
創
作
に
眼
る
こ
と
。

旛
募
要
領

　
用
紙
・
様
式
は
霞
醗
。
応
舞
撫
最

　
に
は
往
漸
、
氏
名
、
職
業
ハ
ま
た

轟　校　　皐　業　等
葬集種目 資　　　格 受付潮問 試験澱α次／ 待遇等
防
衛
大
学
校
学
生

推薦

（男・女）

轟挙（見込）2王歳
未満の煮蕎等学校

長の推薦等、甥途

資格が必要

9月6黛

　～
9月王0段

9月ユ8薮

　～

　19段

修轍醸4葎
卒業後三年で3

等陸・海・窪樹
…般
（男・女〉

蕎楽（見込〉2三歳
釆満の蓄

9月14繕

　～
玉0瓢3段

1工月玉3欝

　～
　王4費

防衛医科大学
校学生
（男・女〉

高卒（見込〉

21歳未満の毒

9月玉4目

　～
王0月i3濤

慧月6翰

　～
　7賛

修学年限6年
医舗免許取得後
2尉

麿護学生

（女子のみ〉

商卒（見込み〉

21歳未満の女子

9月王4段

　～
玉0月13日

ま0月28撮
修学年限3年

灘購毯

妻4

山
火
事
予
防
の

標
語
募
集
に
つ
い
て

　
（
財
）
林
野
弘
済
会
で
由
火
事
予
防

の
標
語
募
集
を
し
て
い
ま
す
．
山
火

事
の
恐
ろ
し
さ
や
そ
の
予
防
、
森
林

資
源
の
育
成
等
を
呼
び
か
け
る
も
の

を
次
に
よ
り
応
幕
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　　　　　　　防衛庁学生募集中

　防衛庁では次のとおり各種学生を募集しています。

お問い合わせ

　自衛隊新潟地方連絡部高穣募集事務断

　鷲警0255－23－55王9

　募集項目・志願票（願書〉・パンフレット等あります。

　
は
学
校
、
学
年
）
を
明
記
の
こ
と
。

提
鐵
期
眠
・
提
出
先

　
平
成
難
年
9
月
6
磁

　
町
役
場
建
設
諜

表
彰
　
特
選
及
び
入
選
奢
に
は
、
圏
土
緑

　
化
推
進
機
構
理
事
長
賞
（
賞
状
及

　
び
翻
賞
）
を
贈
墨
す
る
。

お
闘
い
合
わ
せ

　
町
建
設
諜
林
業
係

　
　
　
倣
6
－
3
三
3
5

年
金
相
談
会
の

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
國
鋭
年
金
翻
度
、
圏
渓
年
金
保
険

料
や
厚
盤
年
金
の
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
ど
ん
な
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
ま

た
、
す
で
に
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る

方
も
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
相
談
会
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

β
時

　
8
月
3
0
9
（
月
）

　
午
萬
を
0
時
～
午
後
3
時

場
漸
　
時
役
場
会
議
蜜

　
　
　
　
　
　
町
総
務
諜
往
民
係

「
児
童
扶
養
手
当
」

「
特
刷
発
童
扶
養
手
盛
」
を

受
給
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

　
現
溌
煽
・
所
得
状
濁
届
は
8
月
U

か
ら
9
月
鎗
鷺
ま
で
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
お
畢
め
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
提
鵡
が
な
い
と
手
当
の
支
給
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
町
総
務
諜
住
民
係

繹難欝
灘………繋麩

ワ
峯
ク
シ
滋
ッ
プ
と
は

　
参
撫
讐
が
業
匿
討
議
じ
だ
の
、
税

場
を
見
慈
疹
骸
な
が
ら
、
協
働
穣
業

の
榊
で
驚
づ
く
疹
な
ど
の
提
案
を
譲

と
め
る
も
の
。
緬
値
観
が
多
様
化
寧

る
継
会
で
、
意
欲
の
あ
る
入
が
霞
慮

に
参
茄
で
き
、
盤
風
、
行
政
、
専
闘

家
が
よ
の
撲
碕
関
係
の
幽
響
驚
づ
く

拶
を
進
め
る
蓬
と
が
餐
き
る
霧
効
な

黍
法
で
ず
。

村
山
清
一
さ
ん
よ
り

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
寄
贈

　
自
根
市
筏
住
の
麓
撫
濤
一
さ
ん

（
松
之
山
磁
身
〉
よ
り
石
漉
ス
ト
ー

ブ
・
ブ
ル
ヒ
ー
タ
ー
を
m
禽
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
冬
に
両
か
い
町
の
公
共

施
設
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．
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雪滋綱籔き糞会

再盤紙老使期膨懇》・議塗

お
ば
け
ラ
萎
メ
ン
畢
食
い
大
会

欝AX（）255魯一ξシ・35路

大厳寺高原

真夏の雪まつり

　　　　8罫ね4餌二大厳舗鵬1に

　　　おいて1爽璽の磐まつ切が

　　　行われまた．この鰻は、春、

　　　鋒り積もー）た雲に断熱シー

　　　トを垂封け、このイベントの

　　　ために採存したものです．

　　　　当繕は、あいにくの爾に

　　　もかかわらず穴勢の人が訪

　　　れ、嚢、と綱引き大会やおぱ

　　　けラーメン塁食い大会など

　　　いろいろなアトラクシヌン

　　　を楽しみましたかおばけ

　　　ラーメンは麺が2玉半入っ

羅鍵徽留、鴛
　　　りそうで壌繭ご参力麟餐ζよおも藁

　　　しさを昧わう問もなく2人

　　　でスープまで飲み畢して早1

　　　食いを競いました．

圃圏回圃

おくやみ（死亡）

瀧澤　轟単さん68歳　猪之名（薮量〉

本山…夫さん72歳繊変立（新宅〉

相澤　信俸さん　77歳　松之磁（米澤屋）

轟橋　スミさん　瓢歳　申　羅（山根や）

著舞きぬいさん　86歳　小　谷〈下越道〉

＊7月1段から7月雛霧までの届患分です。

掌広報に載せてほしくない方は、属繊の時

に窓欝にお話ください。

⑳◎勧㊧

総人欝

　男
　女
繊帯数

　　　7月3iε1現在

3，279人（一2〉

王，S93人　　（一　2）

ユ，686人（0）

玉，王23r曽　（牽茎）

（）内は麟月との比較

町民憲章，爾，53、葬7朧

わたしたちは松之由町罠です。郷激を愛し、

みんなでよりよい時づくりをしよう．

町践の合養葉

　王、美しい緑と零の中で

　　　　　　心豊かな人になろう
　　ユ、ブナの梢が触れ倉うように

　　　　　　連侭の心をもとう
　1乱．湧きいづる湯泉のように

　　　　　　鰯造のカを醐めよう

温泉定休日

9月　9。21　16。30

紙

え・うちのおかあさん

嚢

離
卿

　．⑫、

　寡

慧識《 藝

◇7月の出来事

玉21ヨ　町蔑齢巻スポーツ大会

25田　町践湯鳥大運勤会

27欝　野緯万作公演

匁

むらやましょうたくん

　　北浦鎖（はば）

お母さんの得慧な料理は、ハンバーグ

です．一＾緒に寝てくれるところが好きで

す．お縁さんσ）糊で飛んでいるチョウが

喪くできました、

麟

むらやまはるきくん

中原（泉や）

お母さんの得慧な料理はオムライスで

す．災っているところが好きです．券

いピアスが良くでき豪した。

◇8月鱗田～9月紛贅の予定

齢総　町ゲートボール大会

28［ヨ　瞬長・町議会議員選挙

　　　投票13

　
夢
β
記
よ
り

　
野
球
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
の
満
翼

な
の
を
見
る
と
、
ど
こ
が
不
濁
な
の

だ
ろ
う
と
愚
い
ま
す
が
、
　
一
入
が
痩

う
客
単
緬
が
滅
っ
て
い
た
り
す
る
の

で
し
ょ
う
、
鴻
費
の
一
極
集
串
現
錬

が
罎
き
て
い
ま
す
。
喪
い
物
だ
け
に

お
金
を
使
う
傾
両
に
あ
る
よ
う
で
す
．

宇
多
”
照
ヒ
カ
ル
の
大
ヒ
ッ
ト
は
そ
の

際
た
る
の
も
な
の
で
し
ょ
う
．

　
、
峯
景
気
だ
と
い
う
と
財
布
の
紐
を

み
ん
な
が
少
し
ず
つ
締
め
ま
す
。
そ

れ
が
呂
本
全
体
に
な
る
と
大
不
溌
に

な
る
わ
け
で
す
、
気
持
ち
か
ら
不
溌

を
な
く
す
こ
と
が
大
切
で
す
．

霊6
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o
o
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